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丸 野 第 2遺 跡 正 誤 表
(図版目次 )

図版15       s111・ 13検出状況 →  (削除)

図版16       s111・ 18検出状況 →  (挿入 )

(本文)

2 ページ lo行  2軒検出された → 2軒が検出された
4 ページ 6行  灰ヶ野・ 1基 → 灰ヶ野・ 2基
″     ″   高野原・ 2 → 高野原 。1

11～ 12ペ ージ
Ⅱb層の 2行  大きは破片は → 大きな破片は
Ⅲ 層の3行  黄褐色破質土層も → 黄褐色砂質土層も
V 層     暗褐色色シル ト質土。 → 暗褐色シル ト質土。
Ⅵ 層     シル ト土質 → シル ト質土

23 ページ 10行  61は 57と は異り → 61は 57と は異なり
53 ページ 12行  南西105cm離れて → 南西に105cm離れて
61 ページ 17行  孤状の 2条 → 弧状の2条
94 ページ 11行  1条に沈線を → 1条の沈線を
109ページ 第79図  2→ 3
″          ″     3  →  2
112ページ 4行  S11 → s11(第 70図 )
〃     8行   S12(第 70図 ) → S12(第 84図 )      ′

〃     12行   S13(第 70図 ) → S13(第 34図 )
116ベージ 4行  遺物は伴わない。 →  (削除)
119ページ 7行  遺物は伴なっていない。 → 遺物は伴っていない。
166ベージ 10行  1 石皿 (第 130・ 131図 1～ 4)

→ 1 石皿 (第 130～ 132図 1～ 6)
〃     25行   2 台石 (第 132図 5～ 8)

→ 2 台石 (第 132図 7～ 8)
181ページ 22行  厚み3.Ocm → 厚み0.3cm
183ページ 6行  第141図 199・ 200 →  (削除)
〃     表 7 打製石鏃  L… 6、 M… 4、 N… 1、 o… 1

186ページ 第141図 石鏃のスケエル  20cm → 10cm
194ページ 11～ 17行  191～ 197の最大厚

4,7→ 0.47、 3.5→ 0.85、 3,7→ 0.37、 5.2→ 0.52、

2.5→ 0.25、 3.5→ 0,35、 3.0→ 0.3
″     19行   のみ状石斧 → のみ状石器
198ページ 5行  15・ 16の → 14・ 15の
207～ 210ページ 第145図～第148図 堅穴住居変遷図 → 竪穴住居変遷図
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´序

田野町は現在、113ケ所もの遺跡が確認されており、自然の豊さはもとより、歴史的環境

にも恵まれた町でありますと しか虫 ,浄私 開発行為等の増加に伴 ＼ヽ徐 に々消滅しつつあ

ります。教育委員会では文化財保護に努力しているところでありますんヽ 工事|の都合上.や

むをえず消滅する部分については発掘調査による記録保存の措置をとっております。

このたび刊行しました「丸野第12'罰期 は県営農地保全整備事業に伴い実施眈 発掘調査

の記録を報告するものです。

九野第2遺跡は蝉 期から弥生時代後期にかけての復合遺跡く 宮崎県の歴史―を解

切する上でも、欠くことのできない1貴重な資料が多数発掘されまし遠

本書め刊行を機R皆 様の速蔵文化財に対する■層のご理解をいただければと願うもので

ありまi
発掘調査並びに本書作成に際ヒ 並 な々らぬご理解とご協力をたまわりました関係者各位

には、ここに記して感謝の意を申し上げる次第であります。

平成 2年 31月 3.1日

田―野町教育委員会

教育長 鍋 倉 政 信



例      言

1 本書は田野町七野地区の県営農地保全整備事業に伴ない、昭和 61・ 62年度に実施し

た九野第 2遺跡の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、田野町教育委員会が主体となり、一次調査を県文化課主任主事長津宗重

が、二次調査を主任主事菅付和樹が担当した。

3 調査組織は次の通 りである。

調査主体 田野町教育委員会

教育長    種子田栄幸 (昭和61年度～平成元年度 )

鍋倉 政信 (平成元年度)

社会教育課長 妹尾 博 (昭和61年度)。 川1口 昭七 (昭和62年度 )

北尾光雄 (平成元年度 )

補佐兼

社会教育係長 新坂政光 (昭和61年度～ 68年度 )

社会教育係長 長友啓泰 (平成元年度 )

主任主事 後藤哲男 (昭和61年度～ 68年度・調査事務担当)

櫛間泰子 (平成元年度・調査事務担当)

調査員 県文化課主任主事 長津宗重 (一次調査 )

主任主事 菅付和樹 (二次調査 )

調査補助員        寺師雄二 (現山田町教育委員会 )

調鍋 力    見文化課 磁 郎・永友良典・JLJR陳道・近藤 協・谷口輔

4 遺物の復元・実測図作成・拓本・ トレースは

に協力を頂いた。

5 本書の執筆は、後藤 。長津・菅付が分担 し、文責については目次に明記している。

6 本書の編集は長津・菅付が担当した。

7 石器の石材は文化課主査宍戸 章の鑑定による。遺物の実測で県文化課主事長友郁子の

協力を頂いた。

8 土器の色調は農林省農林水産技術会事務局監修の標準土色帖による。本報告の方位は磁

北である。またレベルは穆抜絶対高である。
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第 1節 発掘調査に至ろ経緯

宮崎県宮崎郡田野町において、昭和 61年度から、七野地区の県営農地保全事業が行われ

ている。それに先立ち、事業区内の埋蔵文化財の発掘調査として昭和 60年 12月 に田野町

教育委員会が分布調査を行い遺跡の存在が確認され、更に県教育委員会文化課によって再確

認が行われた。調査により事業区内に遺跡の存在力半↓明したため、宮崎県中部農林振興局と

埋蔵文化財の保護についての協議が行われたが、事業施行上、保存が困難な部分が多くとり

わけA～D地区は、高台にあ り、事業との並行発掘が困難だということく 昭和 61年度に

記録保存の措置をとることになった。昭和 61年 3月 に地元との協議も終わ り、同年 5月 6

日～ 9月 30日 まで一次調査が行われた。

また一次調査の北側斜面 (農道を含む)の保護について、中部農林振興局と協議を行った

が、事業施行上、保存が困難な地区であ り、高台のため農地録全事業との並行発掘が難しい

ということく 62年度に記録保存の処置をとることとなった。 62年 8月 に地元との協議

も終わ り、同年 8月 25日～ 10月 29日 まで二次調査が行われた。

第 2節 丸野第 2遺跡周辺の歴史的環境

田野町は宮崎県の中南部の宮崎市より南西約20カπに位置する。田野盆地は南那珂山地に属

し、標高120～140陶 の台地を形成 している。田野盆地の北西部の山地が標高200～280η と低

いのに対 して、南部の山地は標高600“ 級である。盆地の北部の山地裾を清武川が南西方向

から北東方向へ流れている。

九野第 2遺跡は田野盆地の北西部の南に伸びる台地の最高位 (標高220れ )に位置する。

当遺跡の北北西約 1.5ん″には九野第 1遺跡があ り、縄文時代後・晩潮の上器が出上してい

る。九野第 2遺跡の歴史的環境を知るために、町内の遺跡を時代順に概観する(第 1図 )。

旧 石 器 時 代

旧石器時代の遺跡 としては萩打頼第 2遺跡 (大字三角寺字萩ケ瀬 。旧名称萩ケ瀬遺跡)と

町内でナイフ形石器は
'、

沓掛で細石核2)が表採されていたが、昭和 58・ 59年に前平地区

の芳ケ迫第 1,3遺跡 G)(大字前平字芳ケ迫 )、 札ノ元遺跡盟)(大字前平字札ノ元)で調査

が行われた。芳ケ迫第 1遺跡では、 2基の集石遺構間の径 5陀 の範囲にナイフ形石器 3・ 剥

片尖頭器 1・ 三稜尖頭器 1・ 彫器 1・ 掻器 1な どが出上 している。芳ケ迫第 3遺跡では石核

2・ 剥片を伴った集石遺構 1基 と剥片尖頭器 1が出上 している。札ノ元遺跡では 1基の集石

遺構を中心として径 3寛程度の範囲で石核 2・ ナイフ形石器 1・ 剥片などが出上 している。

-1-
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3遺跡とも姶良丹沢火山灰直上から旧石器が出上 しており、札ノ元遺跡の焼肩の熱ル ミネッ

センス法による年代測定法によれば20920年 BoP。 の年代が得られている。長薮遺跡 脩)(大

宇七野字長薮)ではA地区南端のトレンチのⅥ層 (褐色ローム層)か ら石核・剥片などが約

80点出土 している。

縄 文 時 代

縄文時代の早期の遺跡としては、貝殻条痕文土器の前畑第 4遺跡 脩〕(大字八重字前田 。旧

名称前畑遺跡 )が知られていたが、前平遺跡群の芳ケ迫第 1,3遺跡・札ノ元遺跡・又五郎

遺跡 年)(大字前平字又五郎 )、 長薮遺跡、権現谷遺跡 侶)(大字八重字権現谷 。旧名称八重地

区溜跡)で発掘調査が行われた。その結果、芳ケ迫第 1遺跡で集石遺構54基、 同第 3遺跡

で集石遺構104基、札ノ元遺跡で集石遺構84基 。竪穴住居 2軒検出された。札ノ元遺跡の竪

穴住居は2η ×3η の隅丸長方形プランと2.5能 ×2.5陀 の隅丸方形プランであり、小型の竪

穴住居である。又五郎遺跡でも竪穴住居が検出されており、早期の竪穴住居としては県内に

検出例がないので注目される。また集石遺構は計242基 も調査されてお り、県内では最大規

模であ り、タイプも多種多様である。前平地区遺跡群の4遺跡とも押型文土器が出土 してい

る力＼ 吉田式・前平式上器は芳ケ迫第 3遺跡では全 く出上 していない。また手向山式・平棒

式上器は札ノ元遺跡だけで、塞ノ神式土器は又五郎遺跡だけで出土 している。以上のように

遺跡間の距離が180～ 300印 と近距離でありながらそれぞれ土器群の様相を異にしている。石

器の組成としては打製石鏃の割合が高 く、特に芳ケ迫第 1遺跡からは磨製の環状石斧が出土

しており、発掘調査例としては小山尻東遺跡⑬)(清武町)に次いで 2例 日である。長薮遺跡

では山形文の押型文土器が出上 している。権現谷遺跡では山形と楕円形の押型文土器・只殻

条痕文土器・撚糸文土器・前平式上器が出上 している。

前期の遺跡としては、九野第 2遺跡 。長薮遺跡・権現谷遺跡が調査され、曽畑式土器が出

上 した。長薮遺跡では100基の勧 が検出され、共伴土器は全 くなかったが、埋上の御池ボ

ラと遺構検出状況から前期を中心とする時期に比定されている。権現谷遺跡でも土坑が検出

されてお り、そのうちのS K53は御池ボラが揮十に含まれ、曽畑式上器が出上 している。

中期は県内全域的に非常に少なく、当地域においても発見されていない。

後期になると、遺跡が急激に増え、後期初頭～中頃の指宿式・綾式・下弓田式などが出土

した青木遺跡αび(大字新村字青木)では、配石遺構や貯蔵穴が検出された。また黒草第 1遺

跡住0(大字黒草字黒草・旧名称黒草遺跡)でも同時期の上器が出上している。

弥 生 時 代

弥生時代の遺跡としては、黒草第 1遺跡で終末期の上器が出上 しているだけであったが、

権現谷第 1遺跡と当遺跡が調査された。権現谷第 1遺跡では 3軒の後期初頭の竪穴住居が検

出され、そのうちのS B45は長さ4.7寛 、幅3.0花 の規模で長方形プランであり、壁際に柱穴
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一第 1図 丸野第 2遺跡及び周辺遺跡分布図

1.丸 野 第 2遺 跡

2.丸 野 第 1遺 跡

3,長  荻 遺 跡

4.七 野 第 1遺 跡

5.七 野 第 2追 跡

6.七 野 第 3遺 跡

7.天 建 神 社 址

8.片 井 野 遺 跡

9.ヒ ダ カ ン城 址

10.高野原地下式横穴墓

11.黒 車 遺 跡

12.八 重 B遺 跡

13.八 重 C遺 跡

14.八 重 A遺 跡

15。 前 畑 遺 肋

16.田  野 城 址

17.萩 ヶ 瀬 遺 跡

18.堀 口 A遭 跡

19.堀 口 B遺 跡

20.ズ ク ノ山遺 跡

21.灰 ヶ野地下式横穴墓

22.灰 ヶ 野 遺 跡

23.桜 町 遺 跡

24.井 倉 洞 穴 遺 跡

25。 梅 谷 城 址

26.船 ヶ 山 遺 跡

27.青 木 遺 跡

28.又 五 郎 追 跡

29.札 ノ 元 遺 跡

30。 芳 ヶ迫第 1違跡

31.芳 ヶ迫第 3遺跡

32.芳 ヶ迫第 2遺跡
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を持つ2本柱である。S B45か らはくの字口縁部の下位に一条の刻目突帯を有する中溝式の

甕形土器が出土している。今回の調査で後期前半の方形プランの竪穴住居が検出され、石器

製作の工房の性格が想定されるのは注目される。

古 墳 時 代

古墳時代の前方後円墳も円墳も確認されておら工 集落も調査されていない。 しかし、地

下式横穴墓は灰分野 l121(大字灰ケ野字灰ケ野・ 1基 )と高野原19(大字元野字高野原 。2

基)が調査されている。灰ケ野地下式横穴墓群は清武川の支流である松山川と井倉川が合流

する地点を南に臨む標高約90能 の丘陵の舌状部に立地し、昭和47年に畑の整地作業中に 2

基発見された。 1号地下式横穴墓は平入 り隅九方形プランく アーチ型の天丼である。人骨

は 1体く 副葬品は蛇行剣 1・ 鉄斧 1・ 鉄鏃10。 刀子 1である。 2号地下式横穴墓は羨門石

閉塞の平入 り不定形プランである。人骨は痕跡を残す程度く 副葬品は刀子 1・ 鉄鏃8であ

る。 1号地下式横穴墓と2号地下式横穴墓との距離は約10能 である。高野原地下式横穴墓群

は片井野川と井倉川に挟まれた標高約170陀 の舌状台地東端に立地し、昭和54年に耕作中

に1基発見され亀 1号地下式横穴墓は羨門石閉塞の平入り長方形プランである。副葬品と

しては鹿角製刀装具付き剣1のみである。

当地域の地下式横穴墓の特徴は平入り長方形プランく 竪坑は長方形である。 6世紀代の

地下式横穴墓である。

歴 史 時 代

平安時代の遺跡としては布痕土器が表採された合子ケ谷第 1遺跡 (大字合子ケ谷 。旧名称

合子ケ谷遺跡 )力 知`られているのみである。中世の遺跡としては遺構は検出されなかった

が、東播系の片口鉢 。備前焼きの寄を出土した芳ケ迫第 2遺跡住4がある。

以上のように当地域は旧石器時代から縄文時代後期に多くの遺跡が存在すると共に、各時

代各時期のうねりを受けながら独自の対応を行っている。

註

(1)二官忠司 「九州におけるナイフ形石器」『考古学論叢』 1 1973

(2)茂山 護 。大野寅夫 「児湯郡下の旧石器」『宮崎考古』3号

宮崎考古学会 1977

(3)面高哲郎・寺師雄二 「芳ケ迫第 1～ 3遺跡」『田野町文化財調査報告書』第 3集

田野町教育委員会 1986

(4)寺師雄二 「札ノ元遺跡」『田野町文化財調査報告書』第 3集

田野町教育委員会 1986

(5)森田浩史 「長薮遺跡」『田野町文化財調査報告書』第 6集

田野町教育委員会 1989
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(6)茂山 護 隋 崎郡田野町採集の貝殻条痕文土器」『宮崎考古』第4号

宮崎考古学会 1978

(7)昭和58年度 田野町教育委員会が調査を行った。伊東 但氏の御教示による。

(8)森田浩史 「八重地区遺跡」『田野町文化財調査報告書』第7集

田野町教育委員会 1989

(9)近藤 協 「小山尻東遺跡」『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書』第3集

宮崎県教育委員会 1985

鈴木重治 略 崎郡田野町青木遺跡の調査」『日本考古学協会第28回大会発表要旨』

日本考古学協会 1963

Qゆ 岩永哲夫・北郷泰道 「黒草遺跡」『九州縦貫自動車道埋蔵文化財調査報告書』(3)

宮崎県教育委員会 1979

Q動 田中 茂 略 崎郡田野町灰ケ野地下式横穴」『宮崎県総合博物館研究紀要』 1

宮崎県総合博物館 1972

石川恒太郎「田野町灰ケ野地下式古墳調査報告」『宮崎県文化財調査報告書』第17集

宮崎県教育委員会 1973

09 日高正晴 「高野原地下式1号墳発掘調査」『宮崎県文化財調査報告書』第24集

宮崎県教育委員会 1981

Qつ 註8の文献より
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第 章  遺 構 と 遺 物

第 1節 調査区の設定と概要

九野第 2遺跡 (田野町赤松乙)は、宮崎市の南西約20んηにある田野盆地の北西部の南に伸

びる標高220η の台地上に位置する(第 3図 )。 当遺跡の北北西約1.5協には周知の遺跡であ

る丸野遺跡があり、縄文時代後・晩期の上器が出上している。

七野地区の県営農地保全整備事業に伴って一次調査が昭和 61年 5月 6日～ 9月 30日 ま

で5,600ア の調査が田野町教育委員会によって行われた。南北方向に5陀方眼のグリッドを

設定 し、調査 したllk番 で東からB・ A,C地区とした。縄文早期の上器としてはA地区で口

縁部直下にヘラ状施文具による押圧文を有する貝殻条痕文土器が、B地区で山形押型文土器

が若干出上 している。縄文時代後期の竪穴住居がA地区で4軒、B地区で15軒(C地区で 7

軒検出された。 また、A地区の北端部の土器密集区のD地区から同時期の上器がかなりの量

出上 し、南東部ではピット群 と土坑群が検出された。縄文時代後期の上器群としては指宿

式 。松山式・市来式・草野式・小池原上層式・鐘崎式などが出土 し、石器としては磨製石

斧・切目石錘・打製石鏃 。石刀などが出土 した (第 2図 )。

昭和 62年 8月 25日 ～ 10月 29日 まで行われた二次調査では1,060″が調査された

(E地区)。 一次調査のD地区の北側に続 く畑地の上手と農道になっている部分を中心に多

量の上器を集中して包含する層と、その北西側下位において焼礫を集積あるいは配石 した遺

構が27基検出された。そのほかに、土器包含層の下層や斜面側から土坑も検出している。遺

物としては、縄文時代後期前葉を中心に一部中期に遡る可能性のある土器や前期、弥生時代

中期後半の上器などが出上 している。また一次調査と同様に石器の出土量は極端に少ない。

土器片転用加工品では円盤が多く出上 し、土器片錘はわずかに 1点確認 したにすぎない。前

期の曽畑式上器も出上 している。

第 2節 包含層の状態

当遺跡では、アカホヤ層はA地区の南端部、B地区の南半分(C地区の南半分、E地区の

北西斜面の一部で残存 していた。

当遺跡の基本層序は、 1層が暗褐色土層 (Hue7.5Y R 3/4・ 耕作土・粘性が弱い)、

Ⅱ層が黒褐色土層 (Hue7.5Y R 2/2・ I層 より粘性があり、固くしまっている。 )、 Ⅲ

層が黄褐色土層 (H u e10YR 5/6・ アカホヤ層 )、 Ⅳ層が褐色土層 (Hue7.5Y R

4/3・ 粘性が強 く、 1～ 3o紀 の小礫をわずかに含む )、 V層が黄褐色土層 (H u e10YR

5/8・ 粘性は中程度、 3～ 5o宛の細礫を多量に含む )、 Ⅵ層が暗褐色土層 (H u e10YR
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第2図 丸野第2遺跡 A～C地区遺構分布図
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第 3図  九野第 2遺跡 周辺 地形 図

-9-

陰
ミ

季

物
仰
―――
四
Ｒ
Ц
ぷ

―
勁



１ ３ １

I 
暗

褐
色

土
層

(7
.5
YR
7/
8)

Ⅱ
 

黒
褐

色
土

層
(7
.5
YR
2/
2)

田
 

黄
褐
色

土
層

(1
0Y
R5
/6
)

Ⅳ
 

褐
色

土
層

 (
7.
5Y
R4
/3
)

V 
黄

褐
色

土
層

(1
0 
YR
5/
8)

Ⅵ
 

明
黄

褐
色

土
層

(1
0 
YR
6/
61

a 
明

褐
色

土
(7
.5
YR
5/
61

b 
に
ぶ

い
黄

褐
色

土
(1
0Y
R5
/3
)

c 
褐

色
土
 (
10
 Y
R4
/4
)

第
4図

 A
地

区
第

3ト
レ

ン
チ

西
壁

土
,層

断
面

図

黄
橙
色

(7
.5
YR
7/
8)
の

パ
ミ
ス

を
多

く
合

み
粘
性

は
弱

く
フ

カ
フ

カ
し
て
い

る
。

耕
作
土

I層
よ

り
粘
性

が
あ

り
固

く
し
ま
っ
て
ぃ

る
。

パ
ミ
ス

を
僅

か
に
合
み
,3
～

5m
mの

小
礫

も
合

む
。

ま
た
,上

器
も
包
含

し
て
ぃ
る
。

暗
褐
色

の
粘
土
粒

を
含

む
。

炭
化
粒

を
僅

か
に
含

む
。

黄
橙
色

(7
.5
 Y
R1
7/
8)
の

パ
ミ
ス

を
多
量

に
含

む
。

ア
カ
ホ

ヤ
層

に
比
定

さ
れ

る
。

粘
性
弱

く
,乾

燥
す

る
と
脆

く
く
ず

れ
る
。

粘
性

強
く
,乾

燥
す

る
と
固

く
し
ま
る
。

1～
3c
m程

度
の
小
礫

を
僅

か
に
含

む
。
土
器

は
包
含

せ
ず
。

粘
性

は
中
程
度
,3
～

5m
ln
の
細

礫
を
多
量

に
合

む
。

Ⅳ
層

よ
り
し
ま

り
が
強

い
。
土

器
は
包
含

せ
ず
。
手

ざ
わ

り
が
ザ

ラ
ザ

ラ
し
て

い
る
。

粘
性

強
く
,ヌ

メ
リ
が

あ
る
。
娩
mの

細
砂
粒

を
多

く
含

む
。
土

器
は
包
合
せ
ず
。

粘
性
強

く
固

く
し
ま
る
。

1～
3c
mの

小
礫

を
合

み
自
色
粒
子

が
多

い
。

黄
橙
色

の
ブ
ロ

ッ
ク
を
僅

か
に
含

み
:細

粒
を
多

く
含

む
。

後
期

土
器

を
包
合

す
る
。
炭

化
物

も
僅

か
に
含

む
。

黄
憶
色

の
細
粒

を
僅

か
に
合

む
が
ブ
ロ

ッ
ク
は
含

ま
な
い
。
粘
性

強
い
が
乾
燥

す
る
と
脆

い
。
土

器
は
出
土

せ
ず
。

粘
性

は
中
程
度

で
回

く
し
ま
る
。

黄
門
色

の
プ
ロ

ッ
ク
及

び
細
粒

を
多

く
含

む
。

3～
5m
mの

甜
H礫

も
多
い
。
後
期

の
土

器
が
出
土
。





6/6・ 粘性が強く、数翻の細砂粒を多く含む)である(第 4図 )。

なお縄文時代後期の上器包含層は I層である。

第3節 縄皮時代早期の遺構と遺物

ァヵホヤ層まで削平されたA地区の北側で縄文早期の上器、B地区北側で山形押型文土器

が出土した。遺構としてはA地区で集石遺構が 1基検出された。アカホヤ層が残存していた

A～C地区の南側は、作物作付の関係で早期の包含層の調査は残念ながら断念せざるを得な

かった。

(1)新離

Sil(第 70図 )

S11は長径70o能、短径65c能、深さ14o紀の不定形プランの上坑に、長さ65o仏 幅45o能の範

囲に小礫が集石している。

は)縄文土器 (第93図 )

A地区から前平式上器乃＼ B地区から押型文土器と撚糸文土器が出土している。

ワー32出上の727は一つの山形の幅が1.lo筋、高さが0.4o初 の山形押型文土器である。

b-7出上の728と i-5出上の729は 日縁部の外面にヘラ状施文具で2段に押圧或は刺突

し、その下位に貝殻条痕文を施した前平式上器である。土器密集区出上の730は 日唇部に刻

みを施している。

E地区出上の731は口縁部が斜め上方に伸び、内外面を横・斜目方向の粗い貝殻条痕を施

している。口径20.Oo略

ゼー31出上の732と i-30出上の733は 2～ 3条の沈線の下位に撚糸文を施しており、塞ノ

神式上器である。

第4節 縄文時代前期の遣構と遺物

この時期の確実な遺構は検出されていない力＼ E地区において曽畑式上器片が25点出上し

ている。これらの殆どは、土器密集区包含層の北西よりの最下部において出上したものであ

る。そのほか、試掘や表土除去の際に、二次堆積のアカホヤ層の中や表上の中からも出土し

ている。このうち、日縁部から胴部下半まで接合できた734な ど数点を図化した (第93図734

～737)。

734は、土器密集区包含層の最下部から出上し亀 ほかの上器片も、殆どこれと同一個体

と思われる。ただ、735は、日縁部外面の2条の横方向の沈線文の下にも短沈線文が施され

ている点、734とは別個体である可能性がある。736～737は、あまり曲面をなさないことや

ほかの上器片と文様が異なることから、ここでは底部として掲載した。これらの上器には、

九州北部で通常みられる滑石は、全く含まれない。また、734の ように口縁部と胴部では沈

線文の太さや深さに違いが見られるなど、全体的に施文の粗雑さが目立っている。
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第 5節 縄文時代後期の遺構と遺物

後期の遺構はA～C地区の南側に竪穴住居がA地区で4軒(B地区で15軒、C地区で 7軒

の計26軒検出され、特にB地区では方形プランと円形プランが切 りあっているのは注目され

る。A地区の北端部のaob-6～ 9、 cod-8・ 9、 e-9の 上器密集区から同時期の

土器が多量に出上 し、南東部ではピット群と土坑群が検出された。土器密集区の北側斜面の

E地区からは27基 の集石遺構が検出されている。縄文後期の上器群としては指宿式・松山

式・市来式 。小池原上層式・鐘崎式・草野式などが、石器としては磨製石斧・石錘・打製石

鏃・石皿・軽石製石製品 。石刀などが出上 している。遺構出上の上器分類は後述する(5)縄文

土器の分類による。

(1)竪穴住居

竪穴住居は、A地区の j-4～ 7に 4軒、B地区のゼ～ q-30～32に 17軒、C地区の i～

ゼー14～21に 8軒分布 してお り、南部は削平されているが、 3グループに分かれ、 ドーナッ

ツ状に分布していた可能性もある。C地区がすべて円形プランであるのに対 してA地区とB

地区は方形プランと円形プランが混在 している。

A地区 (第 6図 )

A地区の竪穴住居は ,-4～ 7区に4軒分布 しており、 SAlは 建て替えを行っている。

住居群の南側は宅地で削平されている。

SAl(第 7～10図 )

SAlは ,-4・ 5に位置 し、南側が削平されている。この住居は土層断面によれば建て

替えを行 っている。焼上が西側の壁際にある。古段階の住居 (SAlA)は 長径330o犯、短

径 185o能 +α、深さ28c陶 の隅九方形プランである。この住居の真ん中には長径45o■ 短径40

θ婉、深さ24c紀 のピットがあり、このピットを中心として西に115c紡離れて、長径40能、 短径

35o紀、深 さ24o紀 のピットがある。この住居は北部を長径70じ仏 短径55c生 深さ84o能 の上坑

が、真ん中のピットの東の際に長径80o腐、短径70c糊、深さ78o2の上坑が切っている。新段階

の住居 (SAlB)は 長径415o“、短径210o婉 +α、深さ18θ犯の円形プランである。壁際に径

25o例、深さ30o陶のピットが 3個巡る。 SAlの輝十は 2～ 5o能大のアカホヤブロックを含む

暗褐色土層 (Hue7.5Y R 3/3)で ある。

遺物の出土量は非常に少ない。 2は波状口縁の波頂部に刻みを有 し、平行沈線文を施 して

おり、Vc類に相当する。 4は日縁部がやや外反する平口縁のVc類である。 6。 7は 口縁

端部が肥厚 し、日唇部に縄文と沈線を施 してお り、Ⅸa類に相当する。 5は 2本の沈線文間

の幅が狭く、縄文帯の幅も狭く、 Ⅸb類に相当する。 9・ 10は沈線文間に只殻刺突文を施 し

ている。Hは 口縁部文様帯幅の比較的狭いもので、一条のD字形連続刺突文を施 してお り、

Ⅶ a類に相当する。 13は 日縁部に縦方向に貝殻刺突文を施 しており、 Ⅱb類かVa類であ

-14-
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る。15は無文土器で、 口縁部がほば真直に伸びてお り、内外面ともナデを施 している。底部

は3点出土しているが、網代底はない。底部の形態は18。 19の ように底面が外へ張 り出して

その上部が若干 くびれているもの2点、17の ように底面から真直に立ち上がるもの 1点であ

る。18は底径が8.4o婉 である。

上器片加工円盤は31.8♂ が 1点出上 している。

SAlAの 時期は 2の Vc類の時期く Ⅱb期である。磨消縄文のX類もこれに伴 う。 S

AlBは HのⅦa類の時期く Ⅲa期である。

SA2(第 7～ 11。 14図 )

SA2は ,-5・ 6に位置 し、長径320o陶、短径250o能 十α、深さ21o紀 の隅丸方形プランで

ある。南側が肖1平 されている。この住居の真ん中には径60c仏 深さ20oπ のピットがあり、こ

のピットを中心として東西に140o麓 と120o寛離れて、径35c仏 深さ50o廃 の 2本のピットが壁際

に配置されている。住居の埋土は 2～ 5c紀大のアカホヤブロックを含む暗褐色土層 (Hue

7.5Y R 3/3)で ある。北東部は長径130c犯、短径125o廃の上坑に切られている。

遺物は住居の中央部と西端部に集中して出土 している。20は 口唇部に指で押えたような押

圧刻みを持ち、口縁部は竹管状工具による太めの連続刺突文、その下に一条の沈線を施 して

おり、 la類に相当する。21は波状口縁の波頂部に 5個の刻みを入れている。23は 口唇部に

斜め方向の刻みを入れている。29は 日縁部が緩やかに外反 し、 口縁部止部に連続刺突文を、

その下に沈線文を施すと共に、 口唇部にX字状の刻みを施 してお り、 Vb類に相当する。30

は口唇部で若千外反 し、沈線文だけを施 してお り、 Vc類に相当する。33は 口縁部文様帯幅

の掬較的狭いもので、一条のD字形連続刺突文を施 してお り、Ⅶa類に相当する。39は 日縁

部外面にこぶ状の突起があ り、外面全面に刺突文を施 している。38は無文土器で日縁部が途

中で緩やかに外反 している。 13点 の底部のうち10点が網代底である。底部の形態は41の よう

に底面が外へ張 り出してその上部が看千 くびれているものが 8点、45の ように底面から真直

に立ち上がるものが4点、54の ように明瞭な上げ底が 1点である。底径は6.8o婉が 1点、7。 9

c廃が 1点、8.6o紹が 1点、10,7～ 10.9o麗 が 3点、12.2c″ が 1点である。

上器片加工円盤は6.0～39。 8♂ が22点出上 している。

石器としては磨石 2点 (81・ 82)が出土 している。

この住居を切っている土坑からは35。 36・ 44が出土 している。35は 口縁部の断面が三角形

く 一条の沈線の上下にヘラと貝殻腹縁による刺突文を施 してお り、Ⅶb類に相当する。36

は無文の「 く」字状口縁部で内外面とも貝殻条痕を施し、Ⅶb類である。44は底径8.3o能 の

網代底である。

SA2の時期は29の Vb類の時期く Ⅱa期である。土坑の時期は35のⅦb類の時期で、

皿a期である。
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第10図 縄文土器実測図 (1) 20～27 A地区 SA2
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SA3(第 9・ 12～17図 )

SA3は i・ j-6。 7に位置 し、長径455c犯、短径320o陶 +α、深さ33ε犯の円形プランで

ある。南側は削平されている。住居の真ん中に二段掘 りのピットがあ り、‐段目が径85c陶、

深さ110廃、二段 目が径35o筋、深さ41o宛 である。真ん中のピットから南東へ180o胞 離れて径25

0陶、深さ31c犯 のピットが、北西へ175o寵 離れて径25俯、深さ45o紀 のピットが壁際に配置され

ている。住居の埋土は 2～ 5o紀大のアカホヤブロックを含む暗褐色土層 (Hue7.5Y R

3/3)である。北東部の壁際を径60o陶、深さ46G"の ピットで切られてお り、jEF十 には焼上を

含んでいる。】ヒ西部には長さ30o筋、幅20o紀 の台石が出上 している。

遺物は全体的に出上 している。57は波頂部に刻みを有する波状口縁がやや外反 し、沈線文

と平行沈線文を施 してお り、 Vc類に相当する。61は 57とは異 り平口縁部で平行沈線文を施

してお り、Vc類に相当する。63は沈線文間に小さい連続刺突文を施 した擬似縄文く Va

類に相当する。66は比較的に狭い口縁部文様帯にD字形の連続刺突文を施 してお り、Ⅶa類

に相当する。このタイプの破片が多く出上 している。82は住居の中央ピットの東側で横位の

状態ではば完形で出土 した脚台付深鉢である。比較的に狭い口縁部文様帯に二段の円形刺突

文を、脚台の脚端部外面に一段の円形刺突文を施 している。胴部上半部は横方向の貝殻条痕

を、同下半部には縦方向の貝殻条痕を、底部はナデを施 している。胴部上半部には煤が付着

している。 口径 15。 5o紀、頸部径 14。 4o廃、胴部径 15。 9cπ、底径7.4o4器高18.Oo陶 であ り、Ⅶ

a類に相当する。83は 日唇部をわずかに拡張させたような、比較的幅の狭い口縁部文様帯に

円形の連続刺突文を施 してお り、Ⅶa類に相当する。84は 口縁部文様帯がやや広 くなり、沈

線の上下にD字形の連続刺突文を施 してお り、Ⅶb類に相当する。92は 口縁部断面が顕著な

「 く」字形を呈 し、 口縁部下に貝殻腹縁による刺突文を一条施 しており、Ⅶc類に相当す

る。95は波状 口縁の波頂部に沈線を、 2条の沈線間に刺突文を施 している。 105は 口縁端部

が肥厚 し、 日唇部に一条の沈線を施 している。 106は口縁部内面上部及び外面口唇部に列点

文と貝殻刺突文を施 した内面施文土器でⅥb類に相当する。64は沈線文間の幅が狭く、縄文

帯 も幅が狭 く、 Ⅸb類に相当する。無文土器には口縁部が大きく外反する116と ほば真直に

伸びる117が ある。 14点 の底部のうち網代底は 8点である。底部の形態は118・ 122の ように

底面から真直に立ち上がるものがほとんどであり、131の みが底面が外へ張 り出してその上

部が若千 くびれている。内外面とも貝殻条痕 とナデを施 している。 122の 底面には白色物の

付着が見られる。底径は7.4o婉 と7.9o紀が各 1点、8.7じ麗と9.Oo陶が各 1点、10.0～10.4じ陶が 5

点、12.6c胞 が 2点である。

土器片加工円盤は6.2～39.8♂ が17点出土 している。

石器としては北部の壁際で磨製石斧 1点 (139)が出上している。

SA3の時期は83のⅦa類の時期で、 Ⅲa期である。
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第18図 縄文土器実測図 (7)



案

鞠

ゴ

．

聯鮎 73

壷1門 事1町
67

ピ
f暫

‐

〔
日
脚
抑
‐７
・

９
／
チ
ー
ヽ
ノ
５３
　
〔ヽ
、
Ｄ
／　
４
　
■
，
／
１
ど
ヽ
―
＼
、
／

キ豊 」 磐 酌

190

駆

涸

々

寓

９

／

‐６．

鞠Ⅷ轡鮮
『］

ハｒ十日ｒｒｒ十日町
　
４
‐９

A地区 SC18
A地区 SC17

ど
　
Ｃ

Ｃ

Ｓ

Ｓ

一　躯
躯

Ａ

Ａ
164´-171

182-185

-31-

第19図 縄文土器実測図 (8)



B地区 (第 20。 21図 )

B地区の i～ q-30～ 32に 17軒の住居が分布 してお り、方形プランと円形プランが切 り

合 っている。 SA2。 SA3・ SA7・ SA8が 建て替えを行 っている。 SA6の 西に近接

してSCと がある。 B地区の切 り合い関係は次のようになる。

SA4動く:全 :毘〒竺_::」 沼彰|‐sA7個物
SA8A(円 形)//                   

＼
｀ SヽA8B(円 形 )

SAl(第 22・ 24図 )

SAlは q-30に位置 し、長さ390c胞、幅360c寵、深さ25c陀 の不定形プランである。径30

o胞、深さ86o糊のピットと径25c紀、深さ15c加のピットが北西～南東方向に並んでいる。

197は日唇部に押圧刻みを有 している。198は日唇部に押圧刻みを、 口縁部に沈線文を施 し

てお り、Vc類に相当する。199は沈線文と刺突文を施 しており、Ⅶa類に相当する。201は

沈線間に連続刺突文を施 しており、Va類に相当する。206は 口唇部に貝殻腹縁による刻み

を有 している。207は 口縁部文様帯下部の肥厚が強調されず、形骸化 したような低い段の上

下に貝殻腹縁による刺突文を施 してお り、Ⅶd類に相当する。208は棒状工具を縦方向に動

かして浅い連続文を施 している。2091よほば真直に伸びる波状口縁の無文土器である。211は

全面ナデを施 した底径10.lc犯 の底部である。

石器としてはチャー ト製の凹基無茎鏃 (195)が 1点出上している。

SAlの時期は207のⅦd類の時期で、 皿b期である。

SA2(第 23・ 24図 )

SA2は p・ q-31に位置 し、土層断面から判断すると1回の建て替えを行っている。古

段階の住居 (SA2A)は 長さ475o紀、幅340o能、深さ13c寛の方形プランである。この住居の

真ん中には二段掘 りのピットがあり、一段日は長径115o紀、短径90じな 深さ 7ど仏 二段 目に

長径30o寵、短径23能、深さ17c加のピットと、長径30o廃、短径23c仏 深さ45o能 のピットの2個

がある。新段階の住居 (SA2B)は 長さ400c“、幅400o仏 深さ9o2の方形プランである。

SA2Aの 埋土はやや黄色を帯びる暗褐色土層 (H u e10YR 3/3)、  SA2Bは 白 。黄

色の細粒を含む暗褐色土層 (Hue7.5Y R 3/3)で ある。SA3に よって切られている。

遺物は西端部と中央部で出上 している。213・ 214は 2段に刺突文を施 している。215は 口

唇部に一条の沈線と刻みを、竹管文・刺突文・沈線文を施 している。216は 口唇部に刻み

を、 口縁上部に連続刺突文を、その下に沈線文を施 しており、 Vb類に相当する。2171よ 口

唇部に貝殻腹縁による刻みを、口縁部に沈線文を施 しており、 Vc類に相当する。220は 日

唇部に刻みを、 口縁部に貝殻腹縁刺突文と沈線文を施 している。221はヘラ状工具による沈

線を斜方向に施 しており、 Ⅲb類に相当する。223は 口縁部が肥厚 し、 口縁部文様帯幅の比

―-32-
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較的狭いもので、一条のD字形連続刺突文を施 しており、Ⅶa類に相当する。224は波状口

縁の波頂部で、口縁部が断面三角形に肥厚 し、沈線の上下に連続刺突文を施 してお り、Ⅶb

類に相当する。 3点の底部のうち 1点が網代底である。底部の形態は226の ように底面から

真直に立ち上がるものが 2点、底面が外へ張 り出してその上部が若干くびれているもの 1点

である。底径は9.Oc麓 が 2点、9.5c例が 1点である。

土器片加工円盤は21.5′ と21,9♂ が各 1点出上 している。

SA2Aの 時期は216の Vb類の時期で、 Ⅱa期である。 SA2Bの 時期は223の Ⅶa類の

時期く Ⅲa期である。

SA3(第 23・ 25～33図 )

SA3は o・ p-31・ 32に位置し、土層断面から判断すると2回の建て替えを行ってい

る。古段階の住居 (SA3A)は 方形プラン、中段階の住居 (SA3B)は 方形プラン、新

段階の住居 (SA3C)は 円形プランである。 SA3Aは 長さ480o4幅 350c生 深さ22o2の

規模である。 SA3Bは 長さ570c2、 幅485o紀、深さ43c紹 の規模である。この住居の真ん中の

径 20o婉、深 さ38c胞のピットを中心として北東に135c貿離れて径36ι仏 深さ32c犯 のピットを、

南西に195c陶離れて径20o犯、深さ27出のピットを、北西に径25c次 深さ54c犯 のピットが配置

されている。 SA3Cは 長径360c寵、短径350c麓、深さ43o能 である。この住居の真ん中には径

20翻、深 さ27θ婉のピットがあり、このピットを中心 として北に100c陶離れて径27勁、深さ18

c胞 のピットが、南東に125o犯離れて径 18c胞、深さ8G2の ピットが配置されている。埋土はS

A3Aが アカホヤを多く含む褐色土層 (H u e10YR 4/4)、  SA3Bが アカホヤをわず

かに含む褐色土層 (H u e10YR 3/4)、  SA3Cが 暗褐色土層 (H u e10YR 3/3)で

ある。

遺物は北西部 。南西部・東部に集中して出上 している。

北西部-229は内湾する口縁部に5条の沈線を施 している。239。 240は縦方向の貝殻腹縁

刺突文の下位に 2条の沈線を施 してお り、 Ⅱb類に相当する。260は平口縁がほば真直にイ申

び、 口縁部に一条の列点文と沈線文を施 してお り、 Vb類に相当する。口径21.5o吼 261は

8個の押圧刻みを有する波頂部が4ケ所あ り、日縁部が短く大きく外反 し、頸部に 2条の平

行沈線を、その下位に平行沈線を単位とする文様を施 している。口径は19.5c解 で、Vc類に

相当する。263は波頂部に4個の刻みを有 し、 口縁部に 2条の平行沈線文を施 してお り、 V

c類に相当する。 268は 口唇部に 1条の沈線を、口縁部に沈線文を施してお り、 Vc類に相

当する。274も 口縁部が短 く大きく外反するが、平口縁で、頸部に 2条の平行沈線を、その

下位に 2条の平行沈線を単位として文様を施 してお り、 Vc類に相当する。3011よ 口唇部に

刻みを、 口縁部に縦方向の貝殻腹縁刺突文を施 している。321は 口縁部がほぼ真直に伸び、

貝殻条痕を消さずに沈線文を施 している。3231よ 2条の細い沈線を施 している。

-38-
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南西部-234は波頂部に3個の刻みを有する。247は 口唇部に刻みを、 口縁部に貝殻腹縁刺

突文を施 している。284・ 285は磨消縄文土器の胴部片である。271は 口縁部が短く外反 し、

2条平行沈線文を施 してお り、Vc類に相当する。2981よ 口唇部に 1条の沈線を、 日縁部に

縦方向の貝殻腹縁刺突文を施 してお り、 Ⅲa類に相当する。297は 1条の沈線と刻みを施 し

ている。327は縦方向の貝殻腹縁刺突文の間にア1点文を施している。

東部-230は 口唇部に刻みを、日縁部に横方向の貝殻腹縁刺突文を施している。242は 口唇

部に刻みを、 口縁部は 2段の列点文の下位に沈線文を施 している。256・ 2581よ 口唇部に刻み

を、 口縁部に刺突文と沈線文を施 しており、 Ⅱa類に相当する。287・ 308・ 311はヘラによ

る刺突文を施 してお り、 皿b類に相当する。251は 口唇部に刻みを、 口縁部に平行沈線文を

施 して渚 り、 Vc類 に相当する。315は大きく外反する口縁部内面に 3条の沈線と列点文と

貝殻腹縁刺突文を施 しており、Ⅵa類に相当する。314は上向きの口唇部に 2条の沈線を施

している。289は 口唇部にヘラによる刺突文を施 してお り、Ⅶa類に相当する。306は 口縁部

文様帯幅が最も広くな り、ヘラによる刺突文 と3条のイ嫌 と貝殻腹縁刺突文を施 してお り、

Ⅶ c類に相当する。304。 305は沈線だけを施 して痛 り、Ⅶc類に相当する。312は 口縁部が

短 く大きく外反 し、頸部に 1条の貝殻腹縁刺突文を施 してお り、Ⅷb類に相当する。328は

維方向の貝殻腹縁刺突文の間に列点文を施 している。341は 口縁部がほば真直に伸びる無文

土器で、 口径 14.8o用 である。351は 口縁部が緩やかに外反し、口唇部にいくはど肥厚 し、口

径29.2o兜 である。366は上げ底の直部で、底径は9.2o解である。

15点の底部の うち網代底は8点である。底部の形態は361の ように底面が外へ張 り出して

その上部が若干 くびれているものが10点、357の ように底面から真直に立ち上がるものが4

点、上げ底は366の 1点である。底径は6.5o犯 が 1点、7,0～7.9c紹が 3点、8,6c解 と8.8o紀が各

1点、9。 2c解 と9。 4cηが各 1点、10,0-10。 8o協が4点である。

上器片加工円盤は9.8～34.0′ がH点出上 している。

石器としては磨石 2点 (117・ H8)、 敲石 1点 (136)、 磨製石斧 1点 (160)、 切 目石錘

1点 (183)が出上 している。

SA3Aの 時期は240の Ib類の時期で、 Ib期である。 SA3Bの 時期は251の Vc類の

時期、 Ⅱb期である。 SA3Cは 306のⅦc類の時期で、 皿b期である。

SA4(第 22・ 32・ 33'36図 )

SA4は n・ o-31に位置 し、長さ300c寵 +α、幅290o仏 深さ13翻の方形プランである。

短軸の東西方向に長径27c紀、短径24c胞、深さ17G町のピットと長径27θ弘 短径24c麓、深さ52o犯

のピットを配置 している。 2個のピットの間隔は145θ

“
で、 壁際から70o胞 である。 この住居

は SA5と SA6に 切 られている。住居の埋土はアカホヤのブロックを含む暗褐色土層

(H u e10YR 3/3)で ある。

-42-
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遺物量は非常に少ない。368は 日唇部に押圧刻みを、口縁部に平行沈線文を施しており、

Vc類に相当する。369は沈線文を施しており、Vc類に相当する。370は大きく外反する口

縁部に貝殻腹縁刺突文士沈線文を施しており、Ⅷb類に相当する。371は 日縁部がやや外反

する無文土器である。374は脚台付皿の皿部と脚台の接合部である。 2点の底部のうち網代

底は 1点である。底径は9,6o胞 と10。 2c陶である。

石器としては磨石 1点 (83)、 姫島産黒耀石の円基鏃1点 (193)力 出`上している。SA

4の時期は遺物は出上していないが、切 り合いからSA5の Ib期 より遡るIa期である。

SA5(第 34～40図 )

SA5は o-31・ 32に位置し、長さ380o能、幅340o紀、深さ34o犯 の隅九方形プランである。

この住居の真ん中には二段掘 りのピットがあり、一段日は長径62c生 短径55o仏 深さ16o紀、

二段日は径40c胞、深さ17o掏 である。中央のピットから北西に80c胞離れて長径18o仏 短径15

0紀、深さ39渤のピットを、南西105o協離れて長径22磁、短径14θ仏 深さ23c麓のピットを配置

している。 2個のピットは壁際から80防である。 3個のピットは長軸方向の北西～南東方向

に並んでいる。住居の埋土はアカホヤ粒があまり見られない暗褐色土層 (H u e10YR

3/4)である。

遺物は北部に集中して出上している。380は 日唇部に刻みを、 口縁部に2条平行沈線を施

しており、 Ib類に相当する。385は 口縁部文様帯が厚く肥厚し、文様は刺突文と沈線文の

組み合わせで、 日縁部文様帯の間に無文帯を有し、 Ⅳa類に相当する。383は波頂部に刻み

を有する無文の波状口縁である。393は 口縁上部に連続刺突文を、その下に偏平な楕円形の

沈線文を、沈線文間に竹管文を施しており、Vb類に相当する。394は波状口縁の波頂部に

刻みを、 口縁部に 2条平行沈線と曲線文を施しており、Vc類に相当する。392は 口唇部が

二股に分かれ、 日唇部に刻みを、日縁部に平行沈線文を施しており、 V類に相当する。395

は口縁部が外反 し、 4条の平行沈線を施しており、Vc類に相当する。410は 口唇部に貝殻

腹縁による刻みを、日縁部には2条の平行沈線の下に縦方向の多数の沈線文を施している。

415は口縁部がほぼ真直に伸びており、日径24.8o筋の無文土器である。419は内湾する波状口

縁の無文土器である。420は 口縁部が斜め上方にイ申び(口径22.6cηの無文土器である。 9点

の底部のうち網代底は5点、木の葉底が1点である。底径は10。 3～ 10.8o紀 が3点である。

土器片加工円盤が 1点 (24.5′ )出上している。

石器としては磨石 1点 (H9)、 磨製石斧 1点 (157)が出上している。

SA5の時期は380の lb類の時期であり、 Ib期である。

SA6(第 34・ 36・ 40・ 44図 )

SA6は n-31・ 32に位置し、長さ340o筋、幅340o2、 深さ46c紀 の正方形プランである。こ

の住居の真ん中には二段掘 りのピットがあり、一段目は径80o仏 深さ9o仏 二段日は長径33

―-53-―
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第38図 縄文土器実測図 (17)
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θ紹、短径 25o陶、深さ53c陶 である。中央のピットから北に130o2離れて長径36o4短径32o紀、

深さ63o陶 のピットが、南に80M離れて長径45o紹、短径 30o2、 深さ60c陶のピットが配置されて

いる。 3個のピットは南北方向に主軸を持つ9ピットは壁際から60o例 と70翻である。この住

居は SA9に 切 られている。住居の埋土はアカホヤ粒 。白色粒を含むにぶい黄褐色土層

(H u e10YR 4/3)で ある。

遺物は全面的に出上 している。447は波状口縁で、日唇部の内面に貝殻腹縁の刺突文を、

口縁部には 3条の沈線を施 している。45罰ま口唇部には 1条の沈線を有し、日縁部文様帯が

厚 く肥厚 し、刺突文と沈線文を施 してお り、 Ⅳa類に相当する。454は 口縁部文様帯が厚 く

肥厚し、沈線文を施 し、胴部文様帯に刺突文を施 しており、 Ⅳb類に相当する。455。 482は

沈線間に貝殻刺突文を施 してお り、 Va類に相当する。481は 口縁部をわずかに肥厚させた

文様帯にヘラの刺突文を施 してお り、Ⅲb類に相当する。460はヘラの刺突文の下位に沈線

文を施 してお り、 Vb類 に相当する。462は波頂部に 3個の亥Jみを、 日縁部に 2条沈線を単

位 とする文様を施 してお り、Vc類に相当する。479は断面三角形状の口縁部に 3条の沈線

と刺突文を施 してお り、Ⅶb類に相当する。478は断面三角形状の口縁部に 1条の沈線の上

下に刺突文を施 してお り、Ⅶ b類に相当する。476は 口唇部に 1条の沈線を、 日縁部に 1条

の沈線 と磨消縄文を施 してお り、Xa類に相当する。48割よ口唇部に 1条の沈線を、日縁部

に孤状の 2条短沈線間に列点文を施 している。485が 口縁部が短 く外反するのに対 して490は

ほば真直に伸びている無文土器である。10点 の底部のうち 6点が網代底である。底部の形態

は507の ように底面から外へ張 り出してその上部がくびれているものが 7点、底面から斜め

上方に伸びるものは509の 1点、上げ底は508の 1点である。底径は7.9o胞が 1点、8,4cπが 1

点、10,4o陶 と10。 5c能が 2点である。

土器片加工円盤は7.9～23.0♂ が 5点出上 している。

石器としては流紋岩製の凹基無茎鏃 1点 (194)が出上している。

SA6の時期は460の Vb類の時期く Ⅱa期である。

SA7(第 47～ 49・ 53図 )

SA7は n-30・ 31に位置 し、長径330c寵、短径315c紀、深さ28c“ の円形プランである。こ

の住居の真ん中に径20o能、深さ41o胞 と径20c紀、深さ32c陶 の 2個のピットがあ り、建て替えと

考えられる。壁際には径20o紀、深さ30～ 50c解 のピットが 8個巡ってお り、ピットの間隔から

5個は同時期のものと推定される。この5個のピットの中心は北側のピットである。残 りの

3個のピットが中心の南側のピットに伴 うと考えられる。ピットの建て替えの先後関係t対巴

握できなかった。埋土は古段階の住居 (SA7A)が アカホヤ粒をほとんど含まない暗褐色

土層 (H u eloYR 3/4)、 新段階の住居 (SA7B)が 白色粒を多く含む暗褐色土層

(H u e10YR 3/4)で ある。 SA9と S A10を切っている。
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第44図 縄文土器実測図 (22) 510～ 523B地区 SA7



下
遺物は中央部に集中 して出上 している。515は 口縁部文様帯が厚く肥厚 し、刺突文と沈線

文を施 してお り、 Ⅳ類に相当する。5111よ 口唇部に刻みを、 口縁部に4条の沈線を施 してお

り、 Vc類 に相当する。518は 口唇部をわずかに拡張させた撰い文様帯にヘラ刺突文を施 し

てお り、Ⅶ a類に相当する。519は断面三角形の狭い文様帯にヘラの刺突文を施 してお り、

Ⅶ a類に相当する。522は断面三角形の口縁部に2条沈線 と刺突文を施 してお り、Ⅶb類に

相当する。 5231ま 口縁部文様帯幅が最も広が り、上下の横方向の貝殻腹縁刺突文の間に 2条

の沈線を施 している。524も 日縁部文様帯幅が最も広がり上下のヘラ刺突文の間に 2条の沈

線と横方向の貝殻腹縁刺突文を施 している。523・ 52射よⅦc類である。531・ 532は 口縁部が

短 く外反 し、頸部に斜方向の貝殻腹縁刺突文を施 してお り、Ⅷb類に相当する。530はⅧb

類で、頸部に横方向の貝殻腹縁刺突文が 2段である。535は渦巻状の沈線を施 してお り、磨

消縄文土器と思われる。546は 口縁部に刺突文を施 したこぶ状突起を付けている。528は 口縁

部が内湾する口径22.3cπの無文土器で、 口縁部に穿孔を 1ケ所有する。537は 口縁部がほば

真直に伸びる口径23.5c鹿の無文土器である。545は 口縁部が若千外反 し、胴部が大きく張る

日径24.8o陶 の無文土器である。550は 口縁部が若干外反する口径23.Oo陶の無文土器である。

528・ 537・ 545。 550がすべて平口縁であるのに対 して544は波状口縁である。底部は 3点出

上しているが、網代底はない。底部の形態は551・ 552が底面から真直に立ち上がるものであ

るのに対 して553は上げ底である。552は底径7.8o紀 である。

土器片加工円盤は9。 8♂ が 1点出上 している。

石器としては敲百 1点 (132)、 磨製石斧 1点 (158)が出土 している。

SA7Aの 時期は524のⅦ c類の時期で、 Ⅲb期である。 SA7Bは 531のⅧb類の時期で

Ⅳa期である。

SA8(第 47・ 50～ 55。 57図 )

SA8は m・ n-31・ 32に位置し、長径450G麓、短径440o■ 深さ25側の円形プランであ

る。土層断面によれば建て替えを 1回行っている。古段階の住居 (SA8A)と 新段階の住

居 (SA8B)力 あ`る。この住居の真ん中には長径25師、短径 15θ次 深さ37c駐 のピットがあ

り、周囲に径 15c紀、深さ8～34c解 のピットが4個巡っている。また中央のピットの際には長

径 105c旬、短径70俯、深さ10初の上坑がある。 SA8Aが SA6に切られ、 SA8Bが SA

9を切っている。埋土はSA8Aが 白色粒を少量含む褐色土層 (Hue7.5Y R 4/4)、 S

A8Bが 自色粒を含む暗褐色土層 (Hue7.5Y R 3/3)で ある。

遺物は全面的に出土 している。554は 口唇部に押圧刻みを、 口縁部に縦方向の沈線文を施

している。565は 口縁部をわずかに肥厚させた文様帯に 2条の沈線の下位に刺突文を、 口唇

部に刻みを施 してお り、 皿b類に相当する。557は刺突文の下位に 1条の沈線文を施 してお

り、 Vb類 に相当する。570は 口縁部に楕円形状の沈線文とヘラ刺突文を、胴部上半部には
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沈線を鋸歯状に施 している。5711よ 口縁部が若千外反し、ヘラ刺突文と沈線文を施してい

る。592は 口縁部をわずかに肥厚させた文様帯にヘラ刺突文を施しておりⅢb類に相当す

る。569は厚く肥厚 した口縁部文様帯に沈線文と刺突文を、口唇部に刻みを施しており、

Ⅳa類に相当する。 572は 口縁部が若千外反し、 2条の沈線間にヘラ刺突文を施しており、

Ⅳb類かVa類に相当する。603は口縁部が短く外反し、 口縁端部にヘラ刺突文を、胴部上

半部に沈線文を施 しており、Vb類に相当する。57引よ若千外反し、沈線文を施しており、

Vc類に相当する。 582は 口縁部が若千外反し、沈線文を施して消り、 VC類に相当する。

600は 口縁部内面に 1条の沈線の前後に貝殻腹縁刺突文とヘラ刺突文を施して消り、Ⅵa類

に相当する。585は沈線文と縄文を施している。599は上向きの口縁部に3条の沈線を施して

いる。593は断面三角形の口縁部に2条の沈線文の上下に貝殻腹縁による刺突文を施してお

り、Ⅶ b類に相当する。591は 口縁部文様帯下部の肥厚部分は明瞭で著しく張 り出し、只殻

腹縁刺突文を施 しており、Ⅶc類に相当する。601は 口縁部が緩やかに伸びており、貝殻腹

縁刺突文を斜方向に施している。608は 口縁部がほぼ真直に伸曇 口唇部が凹気味く 胴部

が若干張る無文土器である。 8点の底部のうち7点が網代底である。底部の形態は621の よ

うに底面からほぼ真直に伸びるもの6点、624の ように底面が外へ張り出してその上部が若

千くびれているもの2点である。底径6.Oc寛 が1点、9.2cηが1点、10.2～ 10。 5o紀が2点であ

る。

上器片加工円盤は10,0～ 32.0′ が7点出上している。

石器としては磨製石斧 1点 (159)が出上している。

SA8Aの時期は592の 皿b類の時期で、 lb期である。SA8Bの時期は593のⅦb類の

時期で皿a期である。

SA9(第 45・ 47・ 56～58図 )

SA9は n-31に位置し、径360o純、深さ6o陶の円形プランである。この住居の真ん中に

二段掘 りのピットがあり、一段目は長径80o紀、短径75c初、深さ7o躍で、二段日は長径20o“、

短径 15o解、 深 さ 56c陶 で あ る。 この住 居 は SA4・ SA6・ SA8を 切 り、 SA7に 切 られ て

いる。住居の埋土は白色粒・黄色パ ミスを含む褐色土層 (H u e10YR 4/4)で ある。

遺物量は少ない。625は 口唇部に押圧刻みを、口縁部に 2条の沈線を単位とする文様を施

して消 り、 lb類に相当する。627・ 628は 口縁部に只殻腹縁刺突文と3条の沈線文を施 して

お り、 Ⅱb類に相当する。630は波頂部に刻みを、口縁部下位に沈線文を施しており、VC

類に相当する。 6点の底部のうち3点が網代底である。647の上げ底を除いて、645・ 646の

ように底面から真直に立ち上がる底部である。底径は10,Oc麓 と12.2c寛が各 1点である。

土器片加工円盤は26.0′ が 1点出土 している。

石器としては磨石 1点 (120)、 敲石 1点 (137)が出土している。

SA9の時期は630の Vc類の時期で、 Ⅱb期である。
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S A10(第 50・ 58図 )

S A10は m・ n-30・ 31に位置し、長径250o例、短径240o4深さ9Mの円形プランであ

る。この住居の真ん中には長径70師、短径65o紀、深さ35o陶 のピットがある。 SA7に 切られ

ている。

遺物は少量だけ出上 している。649・ 650が 口縁部がほぼ真直に伸びるのに対 して651は若

干外反 している無文土器である。

S A10の時期は切 り合いからⅢb期のSA7Aの 前段階のⅢa期である。

S All

S Allは ゼー31に位置 し、長径340o犯、短径280o紀、深さ36o能の円形プランである。 S A12

に切 られている。

遺物は少量出上 している。土器片加工円盤の20.0ァ が 2点出土 している。

S A12

S A12は ゼー31に位置 し、長径360c加、短径320o2、 深さ17o廃の円形プランである。 S All

を切っている。

S A13

S Al罰よk-31に位置 し、径280c密 の円形プランである。

遺物は少量出上 している。上器片加工円盤が20,5♂ と23.5ァ が各 1点出上 している。

C地区 (第 59図 )

C地区の竪穴住居は調査区の東端部の南側 i-14～21に 8軒分布している。

SAl(第 60～ 63・ 66図 )

SAlは i・ j-18・ 19に位置する。この住居は建て替えを 1回行っている。古段階の住

居 (SAlA)は 長径460o紹、短径430o紀、深さ7c能の円形プランである。壁際に径20～25

能、深 さ40～ 60c紀のピットが 6イ固巡っている。新段階の住居 (SAlB)は 長径425o犯、短

径 410o紀、深さ22防の円形プランである。この住居は真ん中に直径48o仏 短径38c解、深さ38

0能 のピットがあ り、 このピットを中心として北に長径30o私 短径25c仏 深さ37o紀 のピット

が、南に長径35師、短径30o能、深さ62c解 のピットがある。

遺物は北半分に集中 している。669は内湾する口縁部に2条の沈線と磨消縄文を施 してお

り、 X類に相当する。671は 口縁部をわずかに肥厚させた文様帯に沈線文と刺突文を施 して

消 り、 Ⅲb類に相当する。668は 口唇部に刻みを、口縁部に沈線文を施 しており、Vc類に

相当する。690は 1条の沈線の上下にヘラによる格子目文を施している。674は 日縁部断面の

逆「 く」字形の屈曲が間延びし、その上下に貝殻腹縁刺突文を施 しており、Ⅶd類に相当す

る。681は波状口縁で、 くびれ付近から上がほば真直に伸び1条の貝殻腹縁刺突文を施して

おり、Ⅷb類に相当する。686は短く外反する口縁部下位の頸部に2条の貝殻腹縁刺突文を

-82-
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施 している。多 くの破片はⅧ b類に相当する。689は脚台付き皿の邪部でく杯部の口縁部の

内面にU字形に粘土紐を貼 りつけ刺突文を、口縁部に2条に刺突文を施 している。10点 の底

部の うち 2点が網代底である。底部の形態は698の ように底面から真直に立ち上がるもの 7

点、703の ように外方へ張 り出すもの 2点、上げ底 1点である。底径は8,0ど2と 8.6o解 が各 1

点、9。 4o用 と9.5c陶が各 1点、10.0じ能と10。 4o寛が各 1点、 11,Oc麓 が 1点である。

土器片加工円盤は14,0-61.0′ が5点出上 している。

石器としては打製石鏃 1点 (197)が出上 している。

SAlAの 時期は674の Ⅶd類の時期で、 Ⅲb期である。 SAlBの 時期は681の Ⅷb類の

時期く Ⅳa期である。

SA2(第 56・ 64～66図 )

SA2は k-19に位置 し、長径370o解、短径335o寛、深さ6Mの 円形プランである。この住

居は南北方向に径22o例、深さ44o寵 のピットと径25o能、深さ24o紀 のピットが配置されている。

SA3に切られている。

遺物は少量出土 している。705は 口縁部をわずかに肥厚させ、沈線文を施 してお り、Ⅶb

類である。706は波状口縁で貝殻腹縁刺突文を 1条施 している。708はほば真直な口縁部に 1

条の貝殻腹縁刺突文を施 してお り、Ⅷ b類である。70飢よ口縁部がほば真直に伸びる無文土

器である。底部は 2点出上 しているが、網代底はない。

土器片加工円盤は4.1～59.8′ が 5点出上 している。

石器としては磨石 1点 (126)が出上 している。

SA2の時期は708のⅧ b類の時期でⅣa期である。

SA3(第 56・ 64～66図 )

SA3は ゼー19に位置 し、長径280c駐、短径250θ紀、深 さHo麓の円形プランである。 SA2

を切っている。この住居の真ん中に長さ65o能、幅50o紀、深さ16o2の浅い土坑があり、その中

の端に東西方向に径20c麓、深さ29c胞のピットと径20c紀、深さ37o能のピットがある。

遺物は少量出上 している。712は波頂部に刻みを施 している。

SA3の時期は切 り合いからⅣb期である。

SA4(第 66・ 67図 )

SA4は k-17に位置 し、長径350c加、短径250o麓 十α、深さ31c紀 の円形プランである。南

側は削平されている。 この住居の真ん中に長径65o寛、短径40o4深 さ15能のピットがあり、

そのピットの西側に長径20o随、短径 15o陶、深さ25c解 のピットがある。

遺物は少量である。713は脚台付き皿の脚部で円形の穿孔を施 している。底部は 2点出土

しているが網代底はない。714は底面から真直に立ち上がる底部で底面に白色物が付着 して

いる。
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第64図  C地区SA21SA3実 測図
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第67図 C地1区SA4,SA5‐実測1図
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石器としては磨石 1点 (128)力 出`土 している。

SA4の時期は713・ 714の時期く Ⅲb期である。

SA5(第 66。 67図 )

SA5は ,・ k-16に位置 し、長径310o広 短径200∽ +α、深さ12c加の円形プランであ

る。

遺物は少量出土 し,て いる。717は 日縁部が若千外反する平口縁の無文土器である。

SA5の時期は717の時期て(Ⅳ期である。

SA6(第 66・ 68図 )

SA6は k-14に位置|ヒ 南側は削平されており、長径325c胞 +α 、短径75師+α、 深さ

40o鹿 の円形プランである。

遺物は少量出土している。718は 口縁部が短く外反し、 1条に沈線を施しており、Vc類

に相当する。719は 日縁部が短く外反する無文土器である。

SA6は 718の Vc類の時期く Ⅱb期である。

SA7(第 66・ 68図 )

SA71ま i・ k-2o。 21に位置する。西側は削平されており、長径355ι気 短径165o″十

α、深さ9助の円形プランである。

遺物は少量出上 している。7201よ ほぼ真直に伸びる口縁部に貝殻腹縁刺突文を施してお

り、Ⅷd類に相当する。722は無文土器である。723は脚台付皿の皿部の日縁部に2条の刺突

文を施 しており、 SAlで出上している689と 同―タイプである。 2点の底部が出上してい

るん＼網代底はなし、 724は底面からほぼ真直に立ち上がるものく 底径が6.8c″ である。

土器片加工円盤は8.0′ が1点出上している。

SA7の時期は720のⅧd類の時期く Ⅳb期である。

彼)土 坑

A地区で土坑が20基、B地区で1基、C地区で1基 E地区で4基倹出され亀

A地区 (第69図 )

SCl(第 12図 )

SClは長さ■3o胞、幅104ι能、深さ21c紘の規模く 不定形プランである。埋土は I層が炭

化物と焼礫を含む暗赤褐色土層、 I層が小礫を含む暗黄褐色土層である。

SC2(第 12図 )

SC2は長さ52じ欲 幅46c紀、深さ73c紹 の規模く 楕円形プランである。輝十には炭化物と

赤褐色のもろい小礫を多く含み、固く締った層である。

SC3(第 70図 )

SC3は長径73切、短径71c仏 深さ22o″の規模く 円形プランである。
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S C10(第 70図 )

S C10は 長 さ173c紀、幅96o胞 、深 さ220解 の規模く 長軸が東西方向の楕円形プランであ

る。 S11を切っている。

S C12(第 71図 )

S C12は 長 さ134o胞、幅87c能、深さ15c腐の規模く 長軸が北北西～南南東方向の精円形プ

ランである。埋土は 1層が 1～ 3θ協程度の小礫を含む黒褐色土層く Ⅱ層が褐色土層であ

る。

SCi3(第71図 )

S Cl罰よ2基の上坑が切 り合っている。 S C13Aは長さ240cな 幅115o麓、深さ25θ犯の不定

形プランであるのに対 してS C13Bは長さ151o寵、幅65θ躍、深さ23o陶 である。

SCi4(第72図 )

S C14は 2基の上坑が切 り合っている。 S C14Aは長さ188cな 幅103c仏 深さ36じ陶の楕円

形プランである。埋土は 3層に分かれるが、炭化物・焼土は含んでいない。 S C14Bは長さ

160θ婉、幅72o紀、深さ18θ陶の不定形プランである。

SC15(第73図 )

S C15は長 さ101o駐、幅63c麓、深さ32o腐 の規模く 長軸が南南西～北北東方向の不定形プ

ランである。床面の一部が横穴状に潜 り込んでいる。埋土は褐色の粘土粒径0.5～ 3碗程度

のブロックを含む黒褐色土層 (H u eloYR 2/2)で ある。

S C16(第 73図 )

S C16は長さ73o紀、幅56cz、 深さ19o躍 の規模で、長軸がほぼ東西方向の精円形プランであ

る。床面に 2個 の小ピットがある。押+は 1層が炭化粒を含む黒褐色土層 (H u e10YR

2/2)、  Ⅱ層が焼土を多量に、炭化粒を少 し含む暗褐色土層 (H u e10YR 3/4)、  Ⅲ層が

炭化粒 。焼上を含まないにぶい黄褐色土層 (H u e10YR 2/2)で ある。

SC17(第 19・ 70図 )

S C17は長径90oη、短径88翻、深さ82o筋 の規模で、円形プランである。遺物は少量出上 し

ている。186は 日唇部に貝殻腹縁による刻みを、ほぼ直口する口縁部に 3条の沈線を施 して

お り、 Ib類に相当する。187は 3条の沈線を施 してお り、 Vc類である。 188は波状口縁で

沈線文を施 してお り、 Vc類に相当する。 189は 日縁部に粘土紐を 2本貼 りつけ、貝殻腹縁

刺突文を施 してお り、 1条の沈線と1ケ所の穿孔がある。 192は直口する無文土器である。

2点の底部には網代底はない。194は底面から真直立ち上がる底部く 白色物の付着があ

り、底径10.Ooη である。土器片加工円盤は14,0ヲ と16.5ヲ が各 1点である。

S C18(第 19・ 73図 )

S C18は 長径 105o能、短径94cη、深さ96c能 の規模で、円形プランである。輝+は I層がア
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I 黒褐色土 (10YR 2/2) 粘性普通,固 く締まりがよい。灰褐色粘土粒を僅かに合む。

径 1～ 3 1mm程度の小礫及び白色粒子を含む。

径 0.5～ 2伽程度の灰褐色の粘土ブロックを含む。黄掲色の

パ ミスも僅かに合む。 I層 より粘性弱いが締まりはよい。

白色粒子を僅かに合む。

Ⅱ 暗褐色土 (7.5YR3/4)

にぶい黄掲色土 (10YR 4/3)粘性強 ,ヌ メリがある。灰褐色の粘土粒 ,黄褐色のパミスを

小ブロック状に合み、手ざわりがざらざらしている。

第72図 A地区SC14実測図

-100-



ヵホヤ粒子を若干含む茶褐色土層、 1層がアカホヤブロックと木炭粒を若干含む褐色土層、

Ⅲ層がアカホヤブロツクと木炭粒を多 く含む暗褐色上層である。 Ⅲ層から土器と伴に長さ40

c“、幅 15o陶、厚み10o用の河原石と長さ38o陶、幅20c宛、厚み10c能の河原石が出上 している。

遺物は少量出上 している。172は波頂部に凹点を、日唇部に 1条の沈線を、口縁部に沈線

を施 してお りVc類である。1741よ 1条の浅い沈線の下位に縦方向の貝殻腹縁刺突文を施 し

てお り、Ⅶ C類である。176は 口縁部がほば真直Vゴ申帆 口唇部は外傾 し、網代底の底部は

外に張 り出 してその上部が若千 くびれている無文土器で、内外面とも貝殻条痕を施 してい

る。 口径は精円形で、長径22.8o例、短径20。 7o例、器高22.Oo4底径9,3c解 である。 4点の底

部のうち網代底は 1点である。底径は7.Oo能 と10。 2o解が各 1点である。 181は底面から緩やか

に大きく伸びる底部で、底面は只殻条痕を施 し、底径10.Oo解 である。

S C19(第 19。 73図 )

S C19は 長 さ141o紀、幅94G寛、深 さ33c筋 の規模で、長軸が南北方向の楕円形プランであ

る。北部は一段のベ ッド状を呈 し、その際に径 40o2、 深さ17θ例のピットがある。また径60

翻、深 さ44じ筋のピットに切 られている。埋土は I層 が木灰粒を若千含む明黄褐色土層

(H u e10YR 7/6)、  1層がアカホヤ混 じりの黄褐色土層 (H u e10YR 5/6)で あ

る。

182は 口唇部にヘラによる刻みを、 口縁部には斜め方向の沈線を施 してお りVc類に相当

する。183は無文土器である。 2点の底部のうち網代底は 1点である。 185は底径8.8じ解の網

代底で、底面から真直に立ち上がっている。土器片加工円盤は7,9～40.0′ に 8点である。

S C20(第 73図 )

S C 201よ S C 19の西側に近接 してお り、長さ104θ寛、幅94o吹 深さ27c解 の規模の精円形プ

ランである。

B地区

SCl(第 58・ 62・ 74図 )

Sclは SA6の東に近接するn-32に位置 し、長径116c吹 短径105o炊 深さ85翻の規模

で、長軸が南北方向の円形プランである。土層は 4層に分かれ、 1・ Ⅲ層、 Ⅳ層とV層の境

から土器が多 く出上 している。土坑上面から652・ 653・ 655・ 659・ 661・ 665・ 666が、 1層

から657・ 660・ 662・ 664が、 Ⅳ層の下部から654・ 656・ 661が出上 している。またⅣ層とV

層の境か らは土器 と重なるように長 さ40o窮、幅30c“、厚み12c純の河原石と長さ34o4幅 20

c舵、厚み1 lc紀の河原石が出上 している。

653は 直 口の口縁部に貝殻腹縁による刺突文 とその下位に 2条の沈線を施 してお り、 Ⅱb

類に相当する。654はほば直 口する口縁部に細い沈線文を、656は口縁部が若千外反 し、細い

沈線文を施 している。両者ともVc類である。657は短 く外反する口縁部に 2条の沈線を施

-101-
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第73図  A地区SC15。 SC16・ SC18e sc19。 SC20実測図
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してお り、 VC類 に相当する。652は波頂部に3個の刻みを、 日縁部に 1条の沈線を施 して

お り、 VC類 に相当する。661は 口縁部がほば真直にイ申びるのに対 して662は緩やかに外反

し、661は大 きく外反する。66r発 63はすべて平口縁の無文土器である。 5点の底部のうち

4点が網代底である。663が底面から斜め上方に伸びる以外は、665の ように底面が外へ張 り

出してその上部が若千くびれてお り、特に666が張 り出しが著 しい。 667は 上げ底気味であ

る。底径は9.0-9,4じ陶が 2点、10.4o廃が 1点である。

sClの時期は654・ 656の Vc類の時期で、 Ⅱb期である。

C地区

SCl

SC llよ i j-18に位置 し、長径 121じ解、短径 106じ麓、深さ112o2の 円形プランである。

竪穴住居観察表

-103-

表

地 IX 住 居 プ ラ ン
規 棋 (むИ)

柱 穴 焼 上 選 物
長 さ(長 径 ) 幅 (短 径 ) 深 さ

A

SAIA 隅九方形 185+α 3

lB 円 ナ[多 210+α 3

SA2 隅丸方形 250+α 3 磨石 2

SA3 ,杉 320+α 3 ○ 石斧 1

B

SAl 不 定 形 2 石 鉄 l

SA2A 方 ,杉 2

2B 方 形

SA3A 方 ,レ 府石 2、 敲石 l

石斧 1、 石鍾 13B 方 ,彰 4

3C 円 ,杉 350 3

SA4 方 テレ 300+α 2 磨石 1、 石鏃 1

SA5 隅丸方形 3 磨石 1、 石斧 l

SA6 正 方 形 3 石 鏃 1

SA7A 円 形 330 5 石 1、 石斧 1

7B 円 ,レ 4

SA8A ,レ 5 石斧 1

8B ,杉 5

SA9 円 ,杉 360 1 府石 1、 敲石 l

SA 0 ,杉 1

SA 1 円 形 280

SA 2 円 ,彰 360 320 17

SA 円 ,杉 280

C

SA A I引 ,杉 6 ○ 石鏃 l

B ,レ 3 ○

SA2 円 ,杉 335 2 磨石 ユ

SA3 円 ,杉 2

SA4 1司 ,レ 250+α 2 磨 石 1

SA5 円 ,レ 200+α

SA6 I・l 形 325+α 75+α

SA7 ,レ 355 165+α 9



］
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Ⅲ
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I        scl

暗褐色

暗～ (淡)明褐色混。白っぽい粒が少 し混る。

自色の粒子 ,多量に混入。

暗褐色 ,炭化物,多 く混入。アカホヤ少量混入。
になぃ黄褐色土 (10YR 5/4)  Ⅳ層より明るい,少量の白色粒とアカホヤ粒を合む。

粘性強、硬い黒褐色土塊を合む。7.5YR3/1

S 日

3響

Ｉ
Ⅱ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ
　

①

②

③

④

⑤

暗掲色土 (7.5YR3/3)

暗掲色土 (10YR 3/3)

褐色土 (10YR 4/4)

褐色土 (7.5YR4/4)

褐色土 (7.5YR3/3)

黒褐色土

, 自・黄の細粒を含む。

, やや黄みおびる。浅黄橙 (10YR 8/3)の小石合む。

砂質の暗褐 ,ア カホヤ粒を含む。

暗褐色でブロック状に硬質。

, 責色粒を含む。硬質でブロック状。

220.300m

0            1m

,  炭化粒多い。
アカホヤブロック。

炭化粒を合む。Ⅱ
′
に近い。

B地区 SCl実測図.SA2土層断面図第74図
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第75図  E地区遺構配置図及び遺物分布図
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E地区

調査区の東半部を中心に11基検出したが、その半数以上は底面に著 しい撹乱が見られた。

これらは木根跡 と思われるものく それ以外の人為的な土坑と考えられるのは次の4基であ

る。

SC4(第 75図、第76図 )

土器密集区東側中央の包含層最下部より約20o胞下の面で検出した。検出面から床面までの

深さは、中央で約25旬、北西壁付近で約10俯、南東壁付近で約20o解 である。平面プランは、

おおよそ155o2× 165o犯の隅丸方形を呈 し、両端に深さ40o紀前後のピットを有する。床面は、

強い粘性を帯びた暗黄褐色シル ト質土層 (E地区Ⅵ層 、第 5図 )に掘 り込まれている。

222.767m ―

|

第76図 E地区SC4遺物出土状況及ぴ遺構実測図
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口唇部には、貝殻殻表によると思われる押圧

痕が、日縁部には、 1条の沈線文とその下に

3条の沈線文の間に貝殻腹縁連続刺突文を施

した文様が見られる。この文様は、さらにそ

の下にも続 くものと思われる。器面調整及び

色調は、外面ナデでにぶい褐色、内面は横方

向の貝殻条痕文の上を横ナデ し、内面は浅黄

橙色を呈する。 2は、全体に風化気味の平底

の底部片である。外面にがい橙色で横ナデ、

内面橙色で貝殻条痕文と思われる地文の上を横ナデしている。底部はナデ調整であるが、拓

本で見ると中央に網代痕が残るようである。

SC5(第 75図、第78図 )

東側斜面上の表±   221,710m

直下で倹出した。埋

土はアカホヤ層の風

化したものである。

検出面から床面まで   |

の深さは、南側で約

56o例、北側で約37o銑

廉面は、南北で約10

c紀の比高差がある。

平面プランは、約154

c例 × 49c初 の隅九 の  |

長方形を呈している。

埋土除去中に遺物が

第77図  E地 区SC4出 土遺物実測図

|

第78図  E地 区 SC5遺 構実測図

ごく少量出上している。主なものを図化 した (第 79図 )。 1・ 2は、横ナデ調整された無文

深鉢形土器である。 3は、外面に太めの沈線文が 2条見られ、調整は横ナデである。 4は、

横ナデ調整された底部片である。色調は、 2～ 4の外面がにぶい黄橙色、 1の外面がにぶい

橙色、 1・ 4の 内面が浅黄橙色、 2は浅黄色、 3はにぶい黄橙色を呈している。 SC5で

は、このほかに無文土器の口縁部片 2点 1胴部片 1点が出上している。
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第79図  E地区 SC5出土遺物実測図

SC8(第 75図、第80図 )

土器密集区と集石遺構集中箇所の北側で、表土除去後、風化 したアカホヤ面に遺物が集中

した状態で検出された。 しかし、婢十と周辺の上との識別は困難で、さらに10～ 15c犯ほど掘

り下げてアカホヤ火山灰層上面でその輪郭を確認 した。遺構検出面での平面プランは、約

100× 65c解 の楕円形である。検出面から床面までの深さは、南東側壁付近で約20o解、北西側

壁付近で約15c偽 遺物の出土面から床面までの深さは、中央で約22cπを計る。床面近 くの埋

上には小さな灰化物や焼土塊が見られた。

遺物は、土坑中央上部で出上 している。底部を除 く一個体分の上器とそのほか数個体の口

縁部の小破片及び剥片、 3～ 4個の焼石などが出上 した。このうち、特徴のある土器を図化

した (第 81図 )。 1は、口径27.6θ麓で底部と口縁部の一部を欠く。遺物出土状況図の上器は

鵜 π
- 222.302rn

ー
ー
ー

0                        1 rn

|

E地区SC8遺物出土状況及び遺構実測図

一一一一第80図
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E地区SC8出 土遺物実測図

殆どこの上器である。器面調整は、貝殻条痕文の上をナデ。色調は、内外ともにぶい橙色で

ある。口唇部は横ナデされるが、部分的に貝殻殻表によると思われる浅い押圧刻みが残って

いる。口縁部には、縦方向の貝殻腹縁連続押圧文、その下に太めの沈線文を 2条、 さらに下

には端を円く閉 じた長方形状の沈線文を2段、そして最後に、 1条の沈線文を巡らしてい

る。上から2本 目の沈線文と最下部の沈線文との間は、長方形状の沈線文の中を除いて、す

Va類。 2は、 口唇部横ナデ、 口縁部は縦方
べて貝殻腹縁の連続刺突文で埋められている。

向の貝殻腹縁連続押圧文、その下に太めの沈線文が数条施されている。器面調整はナデであ

る。外面暗褐色、内面にぶい橙色を呈する。 lb類。 3は、器面調整ナデで、 口唇部にtよ貝

殻によると思われる押圧痕が、口縁部には太めの沈線文が 3条見られる。内外とも淡黄色を

呈する。 4は、外面ナデ、内面貝殻条痕文の上を横ナデしている。 口唇部には、只殻殻表に

よると思われる浅い押圧刻みが施され、日縁部は、内面側がでこばこになるほど強い連続刺

突文が施されている。その下には、太 くて深い沈線文が 2条見られる。外面浅黄橙色、内面

淡黄色を呈する。

S Clo(第 75図、第82図 )

上器密集区の北端付近で輪郭の不明瞭な落ち込みとして確認した。 トレンチを入れて輪郭

を確認しようと試みたがわからず、わずかな土色と土質の違いをもとに埋土と思われる上を

除去したところ、318× 269じ″の隅丸?長方形プラン、検出面からの深さが中央で約20oηの壁

面の立ち上が りが緩やかな浅い土坑となった。遺物の出土量はごく少ない。

出土遺物は、土坑の時期を示すような特徴的なものが殆ど見られなかったため、 2点のみ

―HO―
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第82図I E地区SG10遺構実測回

図化した (第鵠図)。 とは 1外面は貝殻条痕文の

後、一部ヘラナデと思
―
われ―る調整が強さえ 内面

―

は浅くて不明瞭|な貝殻条痕文かあるいはヘラナデ

調整かと思|われ―る。外面にはススが付着している。

特徴的なのは、1胎上に2即以下の黄色い降下軽石

粒のような物質を多量に含んでいることである1

外面浅黄繕色、内面淡黄色を呈する。 21氏 両面 o                     10g“

ともに丁寧にナデ調整されたと器である。内外と 第硝図 E地区SC10出上遺物1実測図

もにがい赤褐色を塁する。 1～ 2と もに埋上の1中から1出上した。焼成や調整、胎土や色調な

轍 時代早期や前期の遺物とは考えがたく、後期の1勘として報告し1亀

悦 ―̈ 辮
2
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俗)集石遣構

集石遺構はA地区で3基、E地区で27基検出された。

A地区

S11

S11は長さ172o紀、幅 126θ陶、深さ23G解 の不定形プランの上坑に、石皿 1と 磨石 1が 1層

の中位に集石 している。埋土は I層が炭化物を含む黒褐色土層 (Hue7.5Y R 3/2)、 1

層が炭化物を含まない褐色土層 (H u e10YR 4/6)で ある。

S'2(第 70図 )

S12は長さ61翻、幅46c寛、深さ18c例 の楕円形プランの上坑に、割れている石皿や砂岩の

円礫を配置している。石はすべて火を受けて、ひびが入っている。埋上には皮化粒を含んで

いるが、焼土は含んでいない。

Si3(第 70図 )

S13は長さ132c陀、幅102c紀、深さ28師の不定形プランの上坑に、石皿や円礫を配置 して

いる。

E地区

集石遺構は、土器密集区の中央北西端部から約10胞 以内に互いに近接 して大小25基、その

東端から約10麓 東側に2基の計27基が検出された。地形的には、西向きのややくばんだ緩斜

面上に営まれている。これらは、大部分が加熱されて赤変 した り脆 くなった りしている大小

の焼礫を用いて作られてお り、その形態上、次の3種類が見られる。 1.ほぼ円形に並べた

ように焼礫が見られた り、石皿や台石状の大きな石を囲むように焼礫が見られるもの。 2.

この地方の縄文時代早期の一般的な集石遺構に類似 して、焼礫が一箇所にかたまって見られ

るもの。 3。 少量だが、ある程度焼礫がかたまって見られるものなどである。この焼礫自体

は、包含層中に しば しば見られたが、かたまって検出されたものはない。また、集石遺構

は、 S11・ 2な どアカホヤ火山灰層の残 りが良いところでは、風化アカホヤ層の下部から

アカホヤ火山灰層上面で倹出され、そのほかの集石遺構は、遺物包合層下部からごく薄くし

か残っていないアカホヤ火山灰層あるいはその下層の上面で検出されている。一方、集石遺

構内あるいは直上で出上 している遺物は後期前半代の土器であり、従ってこれらの集石遺構

は、縄文時代後期のものと考えられる。

Sll(第 85図 )

アカホヤ層直上で検出。覆土は風化 したアカホヤである。わずかに赤変 した比較的大きな

石を用いる。遺構の下部に明確な掘 り込みは見られなかったが、炭化物粒を含む柔らかな風

化アカホヤ上を除去すると不定形な土坑になった。この上坑と遺構の中心とはずれている。

遺物は伴わない。
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″琢 S16

S12(第 85図 )

風化アカホヤ層の下部で検出。土器は伴わない。中央に大きめの石を置き、その周囲は偏

平な石で囲まれている。いずれの石も赤変 している。集石遺構の下部のアカホヤ層上面で掘

り込みを確認した。埋土は、微量の炭化物を含んだ黒褐色上である。

第132図 8は、遺構中出上の台石と思われるものである。

Si3～ Si5(第 85図 )

S13は、中央に石皿の破片が、そして周囲には大小の石が見られる。 S14～ 5は、石

の数は少ないが、ある程度のかたまりと見て番号を付けたものである。 S14に も石皿片が

見られる。これらは、いずれも下部に明確な掘 り込みは見られなかったが、炭化物や微量の

焼上を含む柔らかな黒褐色上が堆積していて、それを取 り除くと不定形の浅い皿状の上坑に

なった。

遺物は、縄文土器と石器が出土 している。第91図 1は、 S13の 直上約 5θ解で出土 したも

ので、器面は貝殻条痕文の上をナデ調整 し、外面に太めの 2条の沈線文が見られる。 2は、

V>
I   SI
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s13の 20数θ陶上で出上したもので、器面調整は、貝殻条痕文の上をナデ〔 口縁部先端がわ

ずかに丸く肥厚し、外面の短くくびれたあたりには貝殻腹縁の連続刺突文が施されている。

1がVc類、 2はⅧb類である。 3は、 S14の数G寛直上で出土したもので、器面は只殻条

痕文の上を横ナデし、外面には、強い凹線気味の横ナデの下に低い突帯の後と思われる剥離

痕が見られる。 4は、 S14の落ち込みの中から出上したもので、砂粒を多く含む胴部片で

ある。一方、石器は、 S13から第130図 1の石皿と2の石皿が出上している。 1は 4個に

割れていたもので、 2は中央が若千くばんだ台石状のものである。第131図 3は、S14出

上の石皿である。 S15は遺物を伴っていない。

S16(第 85図 )

比較的大きめの石で構成されている。中央には第131図 4の石皿と思われるものが置かれ

ている。これらの石の上には、液状のものが垂れたような黒いシミが見られる。遺構の下部

には明確な掘 り込みは見られなかったが、炭化物を含んだ黒色上を取 り除くと浅い土免に

なった。

腑%イ
翔軸「

封

馨一等馨蒔峰軽蝶時雌雛離艦隆」」

石皿奉 交

一  |

第86図  E地区S17～ lo。
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S17(第 86図 )

比較的大きめの濃淡の異なる赤変 した石で構成される。遺物は伴わない。遺構の下部に明

確な掘 り込みは確認できなかったが、灰化物を含んだ柔らかな黒色土を除去すると不定形の

土坑になった。遺物は伴わない。

S18～ S l10(第 86図 )

土器密集区包含層下部で、互いに近接 して検出された。 S18は、大小の焼石で構成さ

れ、外周は偏平な横長の石を浅い円形の掘 り込みに立て掛けるように置いてある。掘 り込み

の埋土は、炭化物を含んだ柔らかな暗褐色上である。石に接して第91図 5～ 7の上器が出土

している。 5は貝殻条痕文の上をナデ調整 し、外面のややくびれたところに貝殻腹縁の刺突

文が見られる。口縁部の九 く肥厚 した状態からllll b類 と思われる。 6はナデ調整の厚手の無

文土器、 7は貝殻条痕文の上をナデ調整 した土器である。

S19～ 10は互いに接 している。中央部に石が少ないためか、石を円形に並べているよう

に見える。遺構の下部に明確な掘 り込みは見られなかったが、上の柔らかな部分を取 り除 く

と浅い皿状の不定形の土坑となった。遺物は、 S19の 中央部から第91図 8の網代底の無文

土器の底部が、 S110の石の下から9の大めの沈線文を施 した上器が出上 している。

S Hlo S113(第 87図 )

互いに近接 している。 S111は、明確な精円形の掘 り込みを持つもので大小の石で構成さ

れている。中央部に比較的偏平な石が置かれ、その上にも小さな石がのっている。大きな石

は脆 くなっている。 S113は、中央部に台石状の大きな石 (第 132図 7)力 見`られ、その周

囲は比較的大きめの石で取 り四んだように見られるものである。石は脆 くなっているものが

多 く、台石直下の上は部分的に赤 く焼けた焼土となっている。遺構の下部に明確な掘 り込み

は見られなかったが、炭化物を含んだ柔らかな上を取 り除くと不定形の上坑になった。上器

は伴っていない。

S i12(第 86図 )

集石遺構の周囲に黒褐色の埋上が見られ、明確な円形の掘 り込みが確認できた。この上坑

の中には、院けた大小の石が詰まっており、第 132図 5の石皿片も混 じっていた。

S H4(第87図 )

集石遺構の周囲に黒褐色の埋上が見られ、明確なほぼ円形の掘 り込みが確認できた。石

は、大小の赤変 した石のみを用いている。この遺構の南東側には、円形の掘 り込みが続いて

お り、こちらは焼石の数は少ない。輝十はS114の よりもやや明るい黒褐色である。

S H5(第87図 )

やや大きめの石で構成されている。明確な掘 り込みは見られなかったが、間の責褐色パ ミ

ス粒を含んだ暗褐色の覆上を取 り除くと浅い皿状のくばみになった。
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第87図  E地区S111・ 13～ 16遺構実測図

遺物は、中央から第133図 9の石器が出土 している。これは、擦 り磨いた面と敲打痕 とが

見られるものく 磨石・敲石である。

S i16(第 87図 )

試掘坑にかかったため、石をいくらか抜き取ったところで倹出した。比較的小さな焼石が

不定形にかたまってお り、また、その下部は撹乱を受けていて上坑などの掘 り込みは確認で

きなかった。遺物も伴っていない。

S i17-S i18(第88図 )

S117は大きめの石で、 S118は それよりやや小振 りの石で構成され、互いに近接 してそ

れぞれでまとまりを見せている。 S117の下部には何等の遺構も見られず、 S118の下部に

も微量の焼土や炭化物は見られたものの、遺構は確認できなかった。これらは、アカホヤ層

下部の黄褐色パ ミスの上で倹出され亀 遺物は伴わない。

S119(第88図 )

遺構の下部に明確な掘 り込みは確認できなかったが、積み重なった大小の焼石を取 り除 く

と、ほぼ惰円形の浅い土坑になった。これらの石は脆 くなっているものが多い。遺物包含層

下部で検出された。遺物は伴っていないが、周辺ではⅧ b類やⅨ類の北久根山式精製鉢形土

拳襲一
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器片などが出上 している。

S120(第88図 )

発掘調査中に誤って石を抜き取ってしまったため、遺構の形態は不定形なものになってい

る。本来は、大小の焼石が楕円形状に集まってtヽ たものと思われる。石は比較的小型のもの

が多い。遺構の下部は風化 したアカホヤ層で掘 り込みは確認できなかった。

石の間から土器片が出上 している。第91図 10は、日縁部に縦方向の貝殻腹縁連続押圧文を

施 し、その下には沈線文が 3条見られる。また、口唇部をまたいで粘上の貼付文も見られ

る。内面は貝殻条痕文の上をナデ、外面はナデである。 Ⅱb類であろう。 11は、外面丁寧な

縦ナデ(内面横ナデの無文土器である。12は、内外とも貝殻条痕文の上をナデ調整 した無文

土器である。

S121(第 88図 )

大小の焼石で構成されている。

炭化物を含んだ暗褐色上である。

遺構の周囲に明確な掘 り込みが見られた。土坑の埋土は、

遺物は伴わない。
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S i22(第 89図 )

大きめの焼石が4個のみである。周囲にはほかに焼石も見られなかったため、集石遺構 と

して扱った。下部に明確な掘 り込みは見られなかったが、柔らかな上を取 り除 くと不定形の

浅い土坑になった。遺物は伴わない。

S123(第89図 )

遺構の周囲に明確な掘 り込みが確認でき、微量の戊化物を含んだ黒褐色の埋上を取 り除 く

と円形の浅い皿状の上坑になった。遺物は伴なっていない。

S124(第89図 )

大小の焼石がまばらに見られる明瞭な掘 り込みが確認できた。この土坑は、楕円形気味の

やや深めのもので、埋土は炭化物を含んだ黒褐色土である。石は脆 くなっているものが多い。

土坑の中から黒曜石のチップと土器片が出上 している。第91図 13は、浅い沈線文が 2条見

られる胴部片く ナデ調整されている。

S125(第89図 )

大きめの焼石で構成される。遺構の下部に明確な掘 り込みは確認できなかったが、炭化物

を含んだ柔らかな暗黄褐色土を取 り除 くと、円形で椀状の上坑になった。遺物は出上 してい

ない。

|
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I   S127

S i26(第 90図 )

アカホヤ層下部で院石の不定形なかたまりとして検出された。遺構の下部には、炭化物を

含んだ柔らかな暗褐色上が見られ、それを除去すると、浅い掘 り込みになった。遺物は出土
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S i27(第90図 )

周囲に焼石が見られない中で、大小少量の焼石がかたまっていたため、集石遺構として取

り扱 った。遺構の下部は、わずかに黒っぼく見えるものの、掘 り込みらしきものは確認で

きなかった。黒っぽい土を取 り除 くと不定形の浅い土坑となる。遺物は伴わない。

(4)土器密集区

本遺跡では、 A・ B各地区の遺構群の北側の包含層及びD地区 (A地区の北端部)と それ

に続 くE地区の南東部の包含層で多量の遺物が出土 した。中でもD地区及びE地区の南東部

は、土器を中心に特に遺物が集中しており、一次調査では「土器溜り」、二次調査では「土

器密集部」として概要報告している。この上器の密集した状態を遺構と見ると、次のような

検出状況及び特徴が指摘できる。 1.地形的には、A～C地区などの南側傾斜面に営まれた

竪穴住居跡群や土坑群の背後の尾根を隔てた北西斜面上部に位置している。 2.腸水の見ら

れる谷間に面 している。 3.集石遺構の一部やE地区SC4な どの上に覆いかぶさってい

る。 4.多量の上器片が積み重なっているが、完形品は殆どない。 5.数は少ないが、石器

も破損品を中心に見られる。 6。 E地区の上器密集区包含層の中央下部付近では、比較的大

きな半完形の土器が、セットと考えられる状態で出土している (第 92図、土器は1025。

1032)。 これは、宮崎市平畑遺跡XXⅣ 区遺物包含層最下部の一括出上の縄文土器及びその

出土状況に類似している。
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第92図 E地区土器密集区下部半完形土器出土状況実測図

-121-



(5)縄文土器

1.出土状況

縄文土器は、 A地区の北西部のaob-6～ 9、 c・ d-8,9、 e-9の 上器密集区及

びそれに続 くE地区南東部の上器密集区から特に集中して出上 しており、次にA地区の南部

の i・ j-2～ 7の SAl・ 2,3周辺に集中して出上している。B地区では、】ヒ部のe～

g-31～33に少 し集中している。逆にC地区ではほとんど出土 していない。

2.分類 (第93図～第125図 )

縄文土器は、まず、深鉢形土器・浅鉢形土器などの日縁部形態や文様、その他の諸特徴を

もとに分類と説明を行い、その後、脚台付浅鉢 。底部の順に説明することにしたい。

I類 日縁部外面にヘラ状工具による太い連続押圧文、その下に浅く太い凹線文を施すもの

(738)。 器面調整は、ナデである。

Ⅲ類 口縁部外面に連続押圧 (刺突)文、その下に沈線文を施すものである (739～742)。

器形は直口またはやや外反する深鉢形土器で、器面調整には貝殻条痕文が多く見られる。施

文の特徴によって次の 2類に細分 した。

a.口唇部に指で押 したような押圧刻みを持ち、 日縁部は竹管状工具による太めの連続刺

突文、その下に 1条の沈線文を施すもの。これらの文様は深 く、内面側に浮き出している

(739)。

b。 日縁部にヘラ状工具または貝殻腹縁による連続押圧文、その下に 2～ 4条の沈線文を

施す もので、押圧文は浅 く細い (740～ 742)。 740は、口唇部に貝殻殻表によるごく浅い連

続押圧痕が見られる。

Ⅲ類 口縁部をわずかに肥厚させて文様帯とするもの (744～774)く Ⅶ類との違いは口縁

部断面を三角形に肥厚させるものが少ないこと、文様帯下部の段があまりはっきりせずにし

まりがないこと、 口縁部は粘土帯を張 り付けて肥厚させていると考えられることなどであ

る。766～767は無文土器であるが、日縁部形態からこの類にいれた。

a.口縁部文様帯の下部を沈線文で区切 り、その上は斜沈線を施すもの (744-745)。

b.二枚貝腹縁または竹管状工具・ヘラ状工具などによる沈線文・短沈線文・刺突文・押

引き文などを施すもの (746～ 765。 768～774)が ある。

Ⅳ類 口縁部文様帯が厚く肥厚 し、大部分が段を有 している。文様は、沈線文と刺突文・押

圧刻みのみを組み合わせ、最終的な器面調整は殆 どナデである (775～789・ 859-860・

1132)。 平日縁のほかに波状口縁も見られ、口唇部に沈線文を施すものと無いものがある。

また、このうち、沈線文間に連続刺突文を施すもの (782・ 784・ 786。 789)は磨消縄文土器

の影響を受けたものであろう。文様帯の特徴によって2類に分けた。

a.口縁部文様帯と胴部文様帯との間に若干の無文帯を有するもの (775～784・ 859)。
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b・ 口縁部から胴部にかけて文様が続 くもの (785～ 789・ 860。 1132)がある。

V類 沈線文または平行沈線文を主文様として用いる一群である (790-836)。 口縁部はや

や外反するものが殆どで、強 く外反するものは少ない。833～836は この類の胴部片である。

文様によって次の3類に区分 した。

a.2本の沈線文間に連続刺突文を施すもの (790～795)で、磨消縄文土器の影響を受け

ていると思われる。平口縁と波状口縁がある。このうち、795は他と異なり、貝殻腹縁では

なく棒状工具による刺突文を施すと また、79引よ上部の沈線文間にのみ刺突文が施され、E

地区SC8出土土器の第81図 1は lb類 とこの類との中間的な様相の上器である。

b・ 口縁上部に連続刺突文、その下に沈線文を施すものである (796～802)。 平口縁と波

状口縁があり、波頂部に刻みを持つものもある。

c.沈線文を主文様とするもの (803～832)で、波状口縁と平口縁が見られる。波状口縁

の上器 (803～813)は波頂部に刻みを持つものが多く、平口縁の上器は口唇部に刻みのある

もの (814～821)と 無いもの (822～832)力 あ`る。このうち、812～8131よ 口縁部内面側に屈

曲を有するものく 831～832は 口縁部が強 く外反するものである。

Ⅵ類 口縁部の内面上部あるいは口唇部に施文される土器の二群である (837-859・ 861～

866)。 平 口縁 と波状口縁が見られる。これらは、施文部位によって次のように細分できよ

う。

a.口縁部内面上部にのみ文様があるもの (837～ 846・ 848～852・ 863)。

内面は段をなして文様帯を作るものと段のないものがあり、 口唇部付近は肥厚するものとし

ないものがある。 しかし、いずれも前者が多い。837～838は同一個体である。

b.口 縁部内面上部及び外面口唇部に文様があるもの (847・ 853～856)。 854-856は同

一個体であるが、波頂部付近の855は内面に段をなさず、854・ 856には段がある。また、こ

の854・ 856は段の下にも文様が広がるものである。

c.口唇部に施文されるもの (858)。 この類は殆ど出上していない。

dl.ほかの類のもので内面上部にも文様のあるもの (859・ 861～862・ 864・ 866)。 859は

Ⅳa類、864はⅦa類の特徴を持つものである。

d2.ほかの類のもので口唇部にも文様のあるもの (857・ 865)。

Ⅶ類 日縁部を肥厚させ、断面が三角形または逆「 く」字形に成形されるもの (867～

1024)。 いわゆる「市来式上器」である。文様には、貝殻腹縁の連続刺突文や竹管状工具に

よる爪形あるいは「 D」 字形の連続刺突文や単独の刺突文、沈線文や凹線文などが見られ、

口縁部文様帯やあるいはその下部の胴上部にまで施文されたものがある。文様は、単一文の

繰 り返しや単純な組み合わせのものが多い。平口縁と波状口縁があるが、一般に波状口縁の

方がやや装飾的である。口縁部文様帯の幅や施文の特徴、 口縁部断面の形態などによって大

―-126-―
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まかに次の4類に分けて掲載 した。

a.864・ 867～891・ 1166～H67。 口唇部をわずかに拡張させたような、 日縁部文様帯幅

の比較的狭いもので、文様は「 D」 宇形連続刑突文などの単純なものが多い。波状口縁土器

においても波頂部の文様は簡素なものである。886～889の ように口縁部文様帯の下の胴部に

も文様が見られるものがある。1166～ 1167は、無文土器で口縁部の肥厚はわずかであるが、

全体のプロポーションからこの類に入れた。

b.892～ 982・ H73・ 1176～ 1177・ H81。 aよ り口縁部文様帯幅がやや広く次のcよ りは

狭いものをまとめた。892～923は、 口縁部文様帯の沈線文間またはその上下に、貝殻腹縁や

棒状工具による連続刺突文を充填させたものく 充填縄文を施した口縁部のイメージがあ

る。924～970は、前者に比べてやや単純かつ簡素な文様を持つ。 aで見られた「 D」 宇形連

続刺突文のほかに貝殻腹縁の単純な連続刺突文も見られる。 しかし、波状口縁土器の波頂部

においては、文様帯幅がaょ り広い分だけ、若千複雑な文様のものが見られる。また、971

～982は、 口縁部文様帯の下にも文様が施されるものく 特に979-980は丁寧な施文の精製

品と思われるものである。この類では、908。 921・ 944。 97誘朔82の ように、 口縁部断面が

逆「 く」字形に屈曲するものが、少量だが見られる。1173・ H76～ H77・ H81は、無文土器

であるが、 口縁部断面の形態からこの類のものと思われる。

c.983～ 1011・ 1174～ 1175'H79～1180。 日縁部文様帯幅がⅦ類の中で最も広いもので

ある。口縁部文様帯下部の肥厚部分は明瞭で著しく張り出す。また、その内面が屈曲し、 口

縁部断面が顕著な逆「 く」字形を呈するものが目立って多い。口縁部文様帯幅が広いにもか

かわらず(平 口縁土器にはそれほど文様の複雑さや華美さは見られない。 bに比べると浅い

凹線文が多用され、間延びした感のある文様構成である。 しかし、波状日縁土器の波頂部に

おいては、端部を刺突で止めた凹線文 (太めの沈線文)と 貝殻腹縁の連続刺突文とを組み合

わせて、1005。 10Hな どのように、横方向の短凹線文の左右に斜方向の短凹線文、 さらにそ

の左右に横方向の凹線文を施し、これらの上下には貝殻腹縁の連続刺突文を施すという文様

のパターン化が見られる。1003は 口縁部文様帯の肥厚部分に、1005～ 10Hは、 口縁部文様帯

及びその下部の胴部と頸部のくびれ付近にも施文されるものである。また、1174～ 1175・

1179～ 1180は無文土器であるが、 口縁部断面の形態からこの類に入れた。

d。 1012～ 1024。 日縁部文様帯下部の肥厚が強調されず(形骸化したような低い段にな

り、日縁部断面の逆「 く」字形の屈曲も間延びし、その下にくびれが生じない。その結果、

肥厚させたり、あるいは屈曲させることによって保たれた従来の口縁部文様帯がその意味を

薄れさせてしまっている土器の一群である。文様は、肥厚部分の上下にcで見られたパター

ン化された文様や貝殻腹縁の単純な連続刺突文を施している。外面文様帯中央の段の上部力ヽ

比較的狭いものと広いものの二者が見られる。
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第102図 縄文土器実測図 (42)
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第104図 縄文土器実測図 (44)


